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皆さんは、脱炭素やゼロカーボン、カーボンニュートラルという言葉を聞い

たことはありますか。地球温暖化は問題だと分かっているけど、世界規模の

大きな問題だから自分一人が何かしたところでどうにもならないと思って

はいないでしょうか。しかしそれは、誰もが無関係ではいられない問題なの

です。今号は、ゼロカーボンを達成するために必要なことを考えます。
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止
ま
ら
な
い
地
球
温
暖
化

市
は
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
を
表
明

　

地
球
温
暖
化
は
、世
界
規
模
で
の
対

策
が
求
め
ら
れ
て
い
る
最
も
深
刻
な
環

境
問
題
の
一
つ
で
す
。大
気
中
の
温
室

効
果
ガ
ス
が
増
加
し
た
結
果
、地
球
の

平
均
気
温
は
上
昇
の
一
途
を
た
ど
っ
て

き
ま
し
た
。そ
の
影
響
で
、気
候
変
動
に

よ
る
異
常
気
象
が
観
測
さ
れ
、豪
雨
、干

ば
つ
、猛
暑
と
い
っ
た
極
端
な
気
象
現

象
が
各
地
で
発
生
。私
た
ち
の
暮
ら
し

や
生
態
系
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て

い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
に
対
応
す
る
た
め
、

二
酸
化
炭
素
を
は
じ
め
と
す
る
温
室
効

果
ガ
ス
の
排
出
量
を
削
減
し
、産
業
革

命
前
と
比
較
し
て
、平
均
気
温
の
上
昇

を
１
・
５
℃
以
内
に
抑
え
る
こ
と
が
世

界
共
通
の
目
標
に
設
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
、日
本

政
府
は
、２
０
５
０
年
ま
で
に
温
室

効
果
ガ
ス
の
排
出
量
を
ゼ
ロ
に
す
る

「
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
」を
実
現
す

る
こ
と
を
宣
言
。本
市
も
、市
民
、事
業

者
、行
政
が
一
体
と
な
っ
て
市
内
の
温

室
効
果
ガ
ス
排
出
量
を
実
質
ゼ
ロ
に
す

る「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
」を
表
明
し

ま
し
た
。

　

本
市
が
基
準
に
し
て
い
る
13
年
度
の

温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
は
約
85
万
２
千

㌧
。短
期
目
標
と
し
て
、ま
ず
は
30
年
ま

で
に
半
減
さ
せ
る
こ
と
を
目
指
し
て
い

ま
す
。そ
こ
で
市
は
、地
球
温
暖
化
問

題
へ
の
意
識
啓
発
、再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
設
備
や
電
気
自
動
車
の
購
入
支
援

な
ど
の
ほ
か
、中
学
生
を
対
象
に
、環
境

問
題
に
つ
い
て
考
え
る「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ

ン
シ
テ
ィ
と
め
ジ
ュ
ニ
ア
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
」を
開
催
。次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た

ち
に
、環
境
問
題
へ
の
関
心
と
理
解
を

深
め
て
も
ら
お
う
と
、取
り
組
み
を
進

め
て
い
ま
す
。

　
「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
」は
、私
た
ち
の
経

済
活
動
や
日
常
生
活
か
ら
排
出
さ
れ
る

ジュニアミーティングに参加して

温
室
効
果
ガ
ス
を
完
全
に
ゼ
ロ
に
す
る

と
い
う
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
工
場

や
家
庭
か
ら
二
酸
化
炭
素
が
排
出
さ
れ

て
も
、森
林
な
ど
に
よ
っ
て
そ
の
二
酸

化
炭
素
が
全
て
吸
収
さ
れ
れ
ば
、差
し

引
き
ゼ
ロ
に
な
る
」と
い
う
イ
メ
ー
ジ

で
、よ
く
耳
に
す
る「
脱
炭
素
」や「
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
」と
同
じ
意
味
で

使
わ
れ
ま
す
。

　

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
は
、当
然
な
が
ら
国

や
自
治
体
の
努
力
だ
け
で
目
標
を
達
成

す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。登
米
市
を

持
続
可
能
で
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
に
す

る
た
め
に
、日
常
生
活
の
変
化
が
私
た

ち
に
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　ジュニアミーティングに参加して、自

分が関心を深めるだけでなく、周りの人

にも関心を持ってもらうことが大切だと

いう意見が印象に残っています。南方中

学校の文化発表会で、ジュニアミーティ

ングで学んだことを発表しました。

　最近、夏の気温がとても高く、部活動が

中止になることが多くなってきました。

温暖化の影響を肌で感じていて、深刻な

問題だと思います。これからも、多くの人

に関心を持ってもらえるようにしたいと

思いますし、家では資源ごみの分別など

に取り組んでいきたいです。

昨年のジュニアミーティングでは、市内の中学生30人が地球

温暖化やカーボンニュートラルについて意見を出し合った

佐
藤 
叶と

和わ

さ
ん 

（
南
方
中
３
年
）

10.8℃

11.2℃

11.0℃

12.3℃ 12.8℃
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危機的状況を迎えている地球温暖化。その状況を少しでも打破するために、

私たちは日常生活の中でどんなことができるのでしょうか。市内で環境保

全活動をしている畠山紀世さんと千葉智恵さんに話を聞きました。

ミズトハ代表

畠山 紀
き

世
よ

さん

環境講座を開催してみませんか

「完璧」ではなく

今できることの「最善」を

谷口たかひささんは「環境問題は無関心で

いられても無関係ではいられない。知るこ

とで世界は変えられる」と訴えました

　市は、市民の皆さんに地球温

暖化やゼロカーボンへの関心と

理解を深めてもらうため、市と

共催で「登米市ゼロカーボンシ

ティ出前講座」を開催する団体

を募集しています。市が講師派

遣や当日の運営を支援しますの

で、開催をご検討ください。詳細

は、お問い合わせください。

【問い合わせ】市民生活部環境課

（環境政策係）☎0220（58）5553 ミ ズ ト ハ と

市 が 共 催 し

た講座では、

親 子 で エ コ

キ ャ ン ド ル

作りに挑戦

これまでの開催状況は

市公式HP「登米市ゼロ

カーボンシティ出前講

座」に掲載しています

問tianshanjishi@gmail.com（ミズトハ）

美
し
い
地
球
と
平
和
な
未
来
を

子
ど
も
た
ち
に
残
す
た
め
に

　

地
球
環
境
の
悪
化
は
、私
た
ち
の
生

活
や
健
康
に
深
刻
な
影
響
を
与
え
ま

す
。ミ
ズ
ト
ハ
は
、子
ど
も
た
ち
の
未
来

の
た
め
に
、主
婦
で
あ
る
私
た
ち
が
個

人
や
家
庭
で
で
き
る
小
さ
な
こ
と
か
ら

行
動
し
、情
報
を
発
信
し
て
い
け
た
ら

と
い
う
思
い
か
ら
生
ま
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
、世
界
中
で
講
演
し
て
い
る

環
境
活
動
家
の
谷
口
た
か
ひ
さ
さ
ん
の

講
演
会
に
は
じ
ま
り
、ゴ
ミ
の
分
別
勉
強

会
、親
子
で
参
加
で
き
る
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン

シ
テ
ィ
出
前
講
座
を
開
催
し
て
き
ま
し

た
。今
後
は
、オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
マ
ル
シ
ェ

や
子
ど
も
と
環
境
に
優
し
い
柔
軟
剤・
虫

除
け
ス
プ
レ
ー
を
作
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
な
ど
の
開
催
を
考
え
て
い
ま
す
。

　

環
境
問
題
と
聞
く
と
、「
な
ん
と
な
く

知
っ
て
る
け
ど
行
動
に
移
す
の
は
大

変
」と
思
っ
て
い
る
人
が
い
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。で
も
大
丈
夫
で
す
。私
も
そ

う
で
し
た
。一
番
大
切
な
の
は
関
心
を

向
け
る
こ
と
。そ
し
て
、も
う
一
歩
踏
み

出
せ
る
な
ら
、家
庭
で
で
き
る
最
優
先

は
食
品
ロ
ス
を
減
ら
す
こ
と
や
生
ゴ
ミ

の
水
分
を
少
な
く
す
る
こ
と
で
す
。ゴ

ミ
の
焼
却
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
抑
え
、二
酸

化
炭
素
排
出
量
を
減
ら
せ
ま
す
。「
思
い

出
し
た
と
き
だ
け
」か
ら
で
大
丈
夫
で

す
。難
し
い
と
き
は
、資
源
ご
み
を
分
別

し
て
い
な
い
な
ら
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
だ
け

分
別
す
る
、洗
剤
を
環
境
負
荷
の
少
な

い
も
の
に
す
る
、こ
ま
め
に
電
気
を
消

す
。そ
ん
な
一
歩
も
あ
り
ま
す
。

　

環
境
問
題
へ
の
取
り
組
み
を
難
し
く

考
え
す
ぎ
ず
、自
分
に
で
き
る
こ
と
ま

で
ハ
ー
ド
ル
を
下
げ
て
、取
り
組
ん
だ

自
分
を
褒
め
な
が
ら
家
族
み
ん
な
で
楽

し
く
取
り
組
ん
で
も
ら
い
た
い
と
願
っ

て
い
ま
す
。「
踏
み
出
せ
る
一
歩
が
知
り

た
い
」と
い
う
人
が
い
れ
ば
、「
自
分
に

で
き
る
こ
と
を
知
る
会
」の
開
催
も
検

討
す
る
の
で
、ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日常からの脱
ゼ ロ カ ー ボ ン

炭素
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宮城県地球温暖化

防止活動推進員

千葉 智
ち

恵
え

さん

そ
の
選
択
で
未
来
は
変
わ
る

　

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
の
取
り
組
み
は
我
慢

す
る
こ
と
だ
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、

そ
れ
は
間
違
い
で
す
。正
し
い
情
報
と

知
識
が
あ
れ
ば
、楽
し
む
こ
と
が
で
き

ま
す
。そ
し
て
、完
璧
に
や
ろ
う
と
す
れ

ば
す
る
ほ
ど
、い
ず
れ
息
切
れ
し
て
し

ま
い
ま
す
。完
璧
で
は
な
く
、今
で
き
る

範
囲
で
の
最
善
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

一
度
の
金
メ
ダ
ル
よ
り
も
、毎
日
の
参

加
賞
の
方
が
価
値
が
あ
り
ま
す
。

　

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
を
進
め
る
上
で
重
要

な
の
が「
継
続
」と「
長
期
の
視
点
」で

す
。簡
単
に
継
続
で
き
る
例
と
し
て
は
、

家
電
を
購
入
す
る
際
に
、省
エ
ネ
性
能

が
高
い
家
電
を
購
入
す
る
こ
と
で
す
。

価
格
は
高
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、購

入
す
る
だ
け
で
継
続
的
に
省
エ
ネ
に
取

り
組
ん
で
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。そ

し
て
、電
気
料
金
も
含
め
て
考
え
れ
ば
、

将
来
的
に
は
コ
ス
ト
が
逆
転
し
ま
す
。

目
先
の
損
得
に
と
ら
わ
れ
ず
に
、長
い

目
で
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

環
境
問
題
は
、自
然
が
失
わ
れ
、異
常

気
象
が
頻
発
す
る
だ
け
で
な
く
、水
や

食
糧
、居
住
地
を
奪
い
合
い
、紛
争
に

発
展
す
る
こ
と
も
危
惧
さ
れ
て
い
ま

す
。環
境
を
守
る
こ
と
は
、私
た
ち
の
命

を
守
る
行
動
な
の
で
す
。地
球
環
境
の

未
来
は
、私
た
ち
一
人
一
人
の
選
択
に

よ
っ
て
変
わ
り
ま
す
。ど
う
行
動
す
る

か
、何
を
購
入
す
る
か
な
ど
、日
常
生
活

の
中
で
の
選
択
次
第
で
、今
よ
り
も
質

が
高
く
、暮
ら
し
や
す
い
未
来
を
創
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。そ
の
未
来
を
想
像

し
て
、楽
し
く
ワ
ク
ワ
ク
し
な
が
ら
行

動
に
移
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

エネルギーを

節約・転換しよう

�再エネ電気への切り替え

�クールビズ・ウォームビズ

�節電

�節水

�省エネ家電の導入

�宅配サービスをできるだけ一

回で受け取る

�消費エネルギーの見える化

（CO2家計簿や省エネチェッ

クシートを利用）

サステナブルな

ファッションを

�今持っている服を長く大切に

着る

�長く着られる服をじっくり選

ぶ

�原材料や製造工程など環境に

配慮して作られた服を選ぶ

太陽光パネル付き・

省エネ住宅に住もう

�太陽光パネルの設置

� ZEH（ネット・ゼロ・エネルギー・

ハウス）

創るエネルギー＞使うエネル

ギーになる住宅の導入

�省エネリフォーム

窓や壁等の断熱リフォーム 

�蓄電池（車載の蓄電池）

省エネ給湯器の導入・設置

�木材を取り入れたリフォーム

�分譲、賃貸も省エネ物件を選

択

�働き方の工夫（テレワーク等）

３Ｒ（リデュース、

リユース、リサイクル）

�使い捨てプラスチックの使用

をなるべく減らす

マイバッグ、マイボトル等を使

う

�修理や修繕をして、なるべく長

く利用する

�フリーマーケット・シェアリン

グの活用

�ゴミの分別処理

ＣＯ２の少ない

交通手段を選ぼう

�スマートムーブ（自動車を使

わない移動方法）

�ゼロカーボン・ドライブ

（電気自動車等の導入・選択）

ＣＯ２の少ない製品・

サービス等を選ぼう

�脱炭素型の製品・サービスの

選択

�個人のESG投資（環境配慮事

業者への投資）

食ロスをなくそう

�食事を食べ残さない

�食材の買い物や保存等での食

品ロス削減の工夫

�旬の食材、地元の食材で作った

菜食を取り入れた健康な食生

活

�自宅でコンポスト

環境保全に
積極的に参加しよう

�植林やゴミ拾い等の活動

脱炭素社会の実現には、一人一人のライフ

スタイルの転換が重要です。できることか

ら取り組んでみましょう。

ゼロカーボン
アクション30
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本
市
に
は
、市
政
の
基
本
的
な
施
策
経
費

で
あ
る
一
般
会
計（
※
１
）の
ほ
か
、国
民
健
康

保
険
事
業
な
ど
５
つ
の
特
別
会
計（
※
２
）と

病
院
事
業
な
ど
４
つ
の
企
業
会
計（
※
３
）が

あ
り
ま
す
。会
計
ご
と
の
予
算
額
は
、左
表「
会

計
別
予
算
額
」の
通
り
で
す
。

　

本
市
の
令
和
８
年
度
の
一
般
会
計
予
算
額

は
５
１
１
億
１
２
３
５
万
円
で
、前
年
度
に

対
し
て
14
億
９
９
７
５
万
円
の
増
と
な
り
ま

し
た
。

　

歳
入
は
、地
方
交
付
税
な
ど
の
交
付
金
が

２
１
７
億
３
０
２
０
万
円
、国
・
県
支
出
金
が

１
０
２
億
４
４
４
５
万
円
、こ
れ
ら
を
合
わ

せ
る
と
３
１
９
億
７
４
６
５
万
円
で
、歳
入

合
計
の
約
63
％
を
占
め
、依
然
と
し
て
国
や

県
な
ど
へ
の
依
存
度
が
高
い
状
態
で
す
。

　

歳
出
は
、子
ど
も
や
高
齢
者
、障
が
い
者
に

対
す
る
福
祉
の
充
実
な
ど
に
使
わ
れ
る
民
生

費
が
１
４
３
億
１
２
５
３
万
円
と
最
も
多

く
、次
い
で
市
民
を
守
る
消
防
・
救
急
な
ど
の

消
防
費
、市
の
管
理
業
務
で
あ
る
総
務
費
、議

会
運
営
関
連
経
費
で
あ
る
議
会
費
を
合
わ
せ

た
89
億
７
７
３
７
万
円
、学
校
教
育
や
生
涯

学
習
な
ど
の
教
育
全
般
に
充
て
る
教
育
費
が

75
億
７
１
０
３
万
円
と
続
い
て
い
ま
す
。

　

本
市
は
、社
会
保
障
関
係
費
の
増
加
や
物

価
高
の
影
響
な
ど
に
よ
り
歳
出
が
増
加
し
て

お
り
、今
後
も
安
定
し
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
し
て
い
く
た
め
、財
源
確
保
や
歳
出
抑

制
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

令
和
8
年
度
の
全
体
予
算
は

９
１
９
億
７
６
８
９
万
円

【
会
計
区
分
の
解
説
】▼
一
般
会
計（
※
１
）

＝
市
税
、
地
方
交
付
税
、国
・
県
支
出
金
を

主
な
財
源
と
し
、
福
祉
、
教
育
、
建
設
な
ど

の
市
政
の
基
本
的
な
施
策
に
係
る
経
費
の

会
計
▼
特
別
会
計（
※
２
）＝
国
民
健
康
保

険
事
業
や
介
護
保
険
事
業
な
ど
特
定
の
事

業
で
、
保
険
料
な
ど
特
定
の
財
源
で
賄
わ

れ
、
一
般
会
計
と
区
別
し
て
経
理
す
る
必

要
が
あ
る
会
計
▼
企
業
会
計（
※
３
）＝
水

道
事
業
や
病
院
事
業
な
ど
企
業
的
な
事
業

で
、
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
人
の
料
金
で
運

営
す
る
こ
と
を
原
則
と
し
た
会
計

【
歳
入
科
目
の
解
説
】▼
自
主
財
源（
※
４
）

＝
市
独
自
の
収
入
▼
依
存
財
源（
※
５
）＝

主
に
国
や
県
の
意
思
に
よ
り
定
め
ら
れ
た

額
が
交
付
さ
れ
る
も
の
▼
繰
入
金（
※
６
）

＝
市
の
基
金（
貯
金
）を
取
り
崩
し
た
も
の

▼
地
方
交
付
税（
※
７
）＝
市
町
村
が
一
定

水
準
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
よ
う
、

国
か
ら
交
付
さ
れ
る
も
の
▼
地
方
譲
与
税

（
※
８
）＝
国
が
市
に
代
わ
っ
て
集
め
た
税

金
が
配
分
さ
れ
る
も
の
▼
市
債（
※
９
）＝

事
業
を
行
う
際
に
借
り
入
れ
る
も
の

【
歳
出
科
目
の
解
説
】▼
民
生
費（
※
10
）＝

子
ど
も
や
高
齢
者
、
障
が
い
者
に
対
す
る

福
祉
の
充
実
、子
育
て
支
援
な
ど
▼
消
防

費
・
総
務
費
・
議
会
費（
※
11
）＝
市
民
を
守

る
消
防
・
救
急
や
市
の
管
理
業
務
、議
会
運

営
な
ど
▼
教
育
費（
※
12
）＝
学
校
教
育
や

生
涯
学
習
な
ど
の
教
育
全
般
▼
公
債
費

（
※
13
）＝
大
規
模
な
事
業
に
充
て
た
借
入

金
の
返
済
▼
衛
生
費（
※
14
）＝
健
康
づ
く

り
や
環
境
対
策
な
ど
▼
農
林
水
産
業
費
・

商
工
費
・
労
働
費（
※
15
）
＝
豊
か
な
農
林

業
の
発
展
や
多
彩
な
商
工
業
の
進
展
、雇

用
対
策
な
ど
▼
土
木
費
・
災
害
復
旧
費（
※

16
）＝
道
路
や
公
園
な
ど
の
整
備
の
ほ
か
、

災
害
で
傷
ん
だ
建
物
な
ど
の
改
修

一
般
会
計
の
あ
ら
ま
し

消防費・総務費
議会費（※11）

89億7,737万円
（17.6％）

登米市の

予算
511億

1,235万円

令和８年度一般会計

市税
79億4,074万円
（15.5％）

使用料・
手数料など
22億8,230万円
（4.5％）

繰入金（※6）

33億6,356万円
（6.6％）

自
主
財
源
（
※
4）

135億
8,660万

円

（
26.6％

）

地方交付税（※7）・地方譲与税（※8）・
各種交付金　
217億3,020万円（42.5％）

国・県支出金
102億
4,445万円
（20.0％）

市債（※9）

55億5,110万円
（10.9％）

依
存
財
源
（
※
5）

375億
2,575万

円

（
73.4％

）

歳入

06



民生費（※10）

143億1,253万円
（28.0％）

消防費・総務費
議会費（※11）

89億7,737万円
（17.6％）

公債費（※13）

62億7,469万円
（12.3％）

教育費（※12）

75億7,103万円
（14.8％）

衛生費（※14）

56億8,985万円
（11.1％）

農林水産業費・
商工費・労働費
（※15）

47億1,023万円
　　　（9.2％）

土木費・
災害復旧費（※16）

35億7,665万円
（7.0％）

歳出

会計名 令和８年度予算額（税込） 全体割合

一般会計 511億1,235万円 55.6%

特別会計 208億7,475万円 22.7%

　国民健康保険特別会計 87億5,065万円 9.5%

　後期高齢者医療特別会計 10億6,931万円 1.2%

　介護保険特別会計 110億5,150万円 12.0%

　土地取得特別会計 329万円 0.0%

　宅地造成事業特別会計 0.1万円 0.0%

企業会計 199億8,979万円 21.7%

　水道事業会計 50億8,562万円 5.5%

　下水道事業会計 52億544万円 5.7%

　病院事業会計 90億9,919万円 9.9%

　老人保健施設事業会計 5億9,954万円 0.6%

合計 919億7,689万円 100.0%

※合計は、千円以下の四捨五入により一致していません

■会計別予算額

自然と共生し安全・安心で

穏やかに心安らぐまちづくりⅠ
【新規】市外病院移動支援実証実験事業

【新規】下水道施設統廃合事業／【拡充】乳幼児健康診

査事業／【継続】子ども医療費助成事業／（仮称）地域

交流センター整備事業／保呂羽浄水場再構築事業

（水道事業会計） ほか

高齢者などの交通弱

者の移動を支援する

ことを目的に、大崎

市民病院と石巻赤十

字病院に通院しやす

くするため、公用車

を活用して運行し、

実証実験を行いま

す。

主要事業の内容や、市民一人当たりの予算

額など、より詳細な資料を見たい人は、市公

式ホームページの「市政情報」→「行政・施

策・計画」→「財政」→「予算」でお知らせして

います。ホームページを見ることができな

い人は、下記までお問い合わせください。

【問い合わせ】

まちづくり推進部

財政経営課（財政一係）

☎0220（22）2159

生き生きと人々が集い活力の

あるにぎわうまちづくりⅡ
【新規】道の駅津山屋内木育広場整備事業

【拡充】スマート農業等普及推進事業／鳥獣被害対策

事業／畜産総合振興対策事業／高収益作物転換等推

進事業／みやぎ農業研修生滞在施設を活用した農業

担い手確保・育成事業／観光誘客対策事業 ほか

市内産木材による全

天候型の屋内木育広

場を整備し、天候に

左右されずに利用で

き、多世代が交流で

きる「木育拠点」とし

ての機能を強化しま

す。※森林環境譲与

税活用事業

ともに寄り添い、

未来へつながるまちづくりⅢ
【新規】学校給食費負担軽減事業

【新規】子育て世帯訪問支援事業／乳児等通園支援事

業（こども誰でも通園制度）／電子申請手数料オンラ

イン決済導入事業／字幕表示システム導入事業／

キャッシュレスレジ導入事業／【継続】認定こども園

施設整備事業（米山こども園整備事業）／公共施設複

合化整備事業（米山地区）／（仮称）東部学校給食セン

ター施設整備事業 ほか

学校給食費を小学生

は無償、中学生は半

額とし、全ての児童

生徒などに安全で質

の高い学校給食を提

供することで、義務

教育期間を通じて子

育て世帯を経済的に

支援します。 市公式HP「予算」

令和８年度の主な事業

07 2026.5
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登
米
市
の
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
貢
献

活
躍
を
た
た
え
表
彰
式
を
開
催
し
ま
し
た

　
「
登
米
市
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
表
彰

式
」が
３
月
20
日
、中
田
農
村
環
境

改
善
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、文

化
活
動
や
ス
ポ
ー
ツ
分
野
で
優
秀

な
成
績
を
収
め
た
個
人
・
団
体
、功

労
者
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

※
敬
称
略
、順
不
同
。令
和
７
年
度

に
お
け
る
所
属
等
を
掲
載

●
文
化
大
賞
（
団
体
）

▼
登
米
総
合
産
業
高
等
学
校
２
年

福
祉
科

●
文
化
大
賞
（
個
人
）

▼
佐
藤
心み

璃り

愛あ

（
東
和
中
）▼
佐
々

木
楠な

乃の

（
佐
沼
中
）▼
白
石
一か

ず

宏ひ
ろ

（
津
山
町
）

●
文
化
賞
（
団
体
）

▼
登
米
総
合
産
業
高
等
学
校
吹
奏

楽
部

●
文
化
賞
（
個
人
）

▼
石
川
典の

り

子こ

（
中
田
町
）▼
高
橋

桜さ
く
ら

子こ

（
南
方
中
）

●
文
化
奨
励
賞
（
団
体
）

▼
佐
沼
高
等
学
校
吹
奏
楽
部

●
文
化
奨
励
賞
（
個
人
）

▼
阿
部
真ま

悠ゆ

子こ

（
佐
沼
高
）▼
千
葉

陽ひ

菜な

乃の

（
東
和
中
）▼
大
星
雄ゆ

う

平へ
い

（
豊
里
小
）▼
加
藤
悠ゆ

う

真ま

（
登
米
総

合
産
業
高
）

●
ス
ポ
ー
ツ
大
賞
（
個
人
）

▼
千
葉
莉り

緒お

（
佐
沼
中
）▼
後
藤

花は
な（
中
田
中
）▼
藤
原
賀が

空く

（
登
米
総
合
産
業
高
）▼
金

野
龍り

ゅ
う

哉や

（
津
山
中
）
▼
熊

谷
有な

お

礎き

（
津
山
中
）▼
千
葉

柊し
ゅ
う（
津
山
中
）
▼
石
沢
龍り

ゅ
う

汰た

郞ろ
う（
豊
里
中
）▼
千
枝
朱し

ゅ

庵あ
ん（
東
和
中
）▼
佐
藤
武た

け

雄お

（
登
米
市
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

協
会
）▼
髙
橋
久く

美み

（
槃

特
会
）▼
佐
々
木
清せ

い

翔し
ょ
う（
岩

手
大
）▼
北
浦
心し

ん

太た

（
国
際

武
道
大
）▼
千
葉
陽ひ

な

太た

（
佐

沼
高
）▼
菅
原
颯ふ

う

真ま

（
豊
里

小
）
▼
猪
又
海か

維い

（
浅
水

小
）▼
北
浦
采こ

と

羽は

（
加
賀
野
小
）▼

千
葉
雛ひ

な

汰た

（
佐
沼
小
）

●
ス
ポ
ー
ツ
賞（
団
体
）

▼
戸
山
流
居
合
道
連
盟
直
轄
登
米

支
部
▼
球
愛
会（
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
）

▼
佐
沼
高
等
学
校
ボ
ー
ト
部
▼
佐

沼
高
等
学
校
ラ
グ
ビ
ー
部
▼
和
道

会
は
さ
ま（
空
手
）

●
ス
ポ
ー
ツ
賞（
個
人
）

▼
安
達
海か

い

葵き

（
登
米
総
合
産
業
高
）

▼
髙
山
凜り

ん

花か

（
佐
沼
高
）▼
鈴
木
結ゆ

愛あ

（
佐
沼
高
）▼
井
上
凛り

音お

（
佐
沼

高
）▼
浅
野
仁に

い

菜な

（
東
和
中
）▼
佐

藤
煌こ

う

晟せ
い（

東
和
中
）▼
小
野
寺
藍あ

い

子こ

（
山
形
大
）▼
小
原
安あ

純す
み（

米
山
東

小
）▼
千
葉
啓け

い

太た

（
中
田
中
）▼
藤

江
倖ゆ

き

村む
ら（
佐
沼
小
）▼
門
脇
凛り

桜お

（
新
田
小
）▼
熊
谷
義よ

し

行ゆ
き（
登
米
市

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
協
会
）▼
千
葉
靖せ

い

司し

（
登
米
市
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
協
会
）

▼
千
葉
凛り

桜お

（
東
郷
小
）▼
主
藤
晴は

る

翔と

（
宝
江
小
）▼
川
嶋
す
ず（
登
米

中
）▼
佐
久
田
幸ゆ

き

佳よ
し（
槃
特
会
）▼

菅
井
聖せ

い

汰た

（
宮
城
水
産
高
）▼
吉
田

羽は

那な

（
古
川
学
園
中
）▼
髙
橋
優ゆ

音お
ん

（
南
方
中
）▼
境
絃げ

ん

太た

（
石
森
小
）▼

及
川
天て

ん

心し
ん（
浅
水
小
）▼
梶
原
嘉か

月づ
き

（
佐
沼
小
）▼
石
川
凛り

仁と

（
北
方
小
）

▼
安
達
斗と

う

が我（
佐
沼
中
）▼
石
垣
蒼あ

お

翔と

（
石
森
小
）▼
保
科
希の

ぞ

み咲（
中
田

中
）▼
鎌
田
百ゆ

希の

（
浅
水
小
）▼
千

葉
優ゆ

衣い

（
中
田
中
）▼
伊
藤
楓ふ

う

來ら

（
涌
谷
高
）▼
菅
原
莉り

子こ

（
中
田
中
）

▼
羽
生
皐さ

つ
き（

中
田
中
）▼
高
橋
健か

つ

哉や

（
石
森
小
）▼
飯
田
心み

絆と

（
佐
沼
小
）

▼
加
藤
大た

い

雅が

（
加
賀
野
小
）▼
飯

田
直な

お

生き

（
佐
沼
小
）▼
及
川
凌り

ょ
う（

中

田
中
）▼
千
葉
朝あ

さ

陽ひ

（
佐
沼
小
）▼

松
永
雛ひ

な

乃の

（
佐
沼
小
）▼
菅
原
寧ね

音ね

（
豊
里
中
）▼
及
川
こ
こ
ろ（
浅
水

小
）▼
菅
原
凜り

音の

（
豊
里
小
）▼
柴

田
陽ひ

由よ
り（

よ
ね
や
ま
保
育
園
）

●
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞（
団
体
）

▼
佐
沼
高
等
学
校
ボ
ー
ト
部
▼
和

道
会
は
さ
ま（
空
手
）

●
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞（
個
人
）

▼
小
野
寺
琉る

乃の

（
加
賀
野
小
）▼
川

嶋
さ
ち（
登
米
小
）▼
伊
藤
希の

ぞ
み（

米

山
中
）▼
金
成
光こ

う

珂が

（
中
田
中
）▼

千
葉
咲さ

き（
中
田
中
）▼
堀
内
颯は

や

翔と

（
上
沼
小
）▼
石
川
昂あ

潤う
る（
新
田
中
）

▼
伊
藤
未み

來ら
い（
中
田
中
）▼
目
黒
心こ

こ

寧ね

（
南
方
中
）▼
及
川
栄え

い

喜き

（
東
和

町
）▼
新
井
瞬し

ゅ
ん（
佐
沼
高
）▼
黒
木

に
こ
り（
佐
沼
高
）▼
千
葉
健け

ん

心し
ん

（
佐
沼
高
）▼
富
士
原
心み

ひ

ろ優（
佐
沼

高
）▼
名
生
陽ひ

な
た（
飛
鳥
未
来
き
ず

な
高
）▼
佐
藤
璃り

歩ほ

（
新
田
小
）▼

加
藤
愛あ

い

琉り

（
米
岡
小
）▼
熊
谷
翼つ

ば
さ

（
東
和
小
）▼
亀
掛
川
達た

つ

郎ろ
う（
東
和

町
）▼
及
川
快か

い

晴せ
い（
浅
水
小
）▼
遠

藤
日ひ

向な

子こ

（
石
巻
高
）▼
西
條
智と

も

家い
え（
登
米
総
合
産
業
高
）
▼
長
江

凌り
ょ
う（

米
山
中
）▼
近
藤
凛り

空く

（
南
方

中
）▼
加
藤
壮そ

う

真ま

（
米
山
中
）▼
浅

野
臣し

ん（
米
山
中
）▼
蓮
沼
慶け

い

大た

（
米

山
中
）▼
菅
野
大た

い

翔が

（
南
方
中
）▼

浅
田
紗さ

英え

（
米
山
中
）▼
佐
々
木
開か

い

地ち

（
佐
沼
高
）▼
布
施
穂ほ

高だ
か（

佐
沼

高
）▼
吉
田
真ま

さ

啓ひ
ろ（

佐
沼
高
）▼
千

葉
獅し

琉り
ゅ
う（

佐
沼
高
）▼
森
田
世せ

羅ら

（
佐
沼
高
）▼
髙
橋
彩あ

や

花か

（
佐
沼
高
）

▼
木
川
宙そ

ら（
佐
沼
高
）▼
千
葉
遼り

ょ
う

（
東
北
学
院
高
）▼
佐
藤
力ち

か
ら（

佐
沼

高
）▼
後
藤
の
あ（
佐
沼
高
）▼
今

野
智ち

彩さ

（
佐
沼
高
）▼
小
野
寺
逞た

く
ま

（
中
田
中
）▼
佐
藤
未み

羽う

（
中
田
中
）

▼
熊
谷
倫り

ん（
南
方
中
）▼
小
泉
宗そ

う

士し

（D

デ
ィ
ベ
ル
テ
ィ

iverti

）▼
伊
藤
圭け

い

汰た

（
東
北
学

院
大
）▼
後
藤
琉る

希い

（
仙
台
大
）▼

及
川
夏か

澄す
み（

佐
沼
高
）▼
西
城
瑛い

央お

（
佐
沼
中
）▼
千
葉
来ら

い

翔と

（
佐
沼
中
）

▼
髙
橋
蒼そ

う

弥や

（
宮
城
水
産
高
）▼
星

将し
ょ
う

太た

（
佐
沼
中
）▼
金
悠ゆ

う

聖せ
い（

石
越

中
）▼
佐
々
木
楠な

乃の

（
佐
沼
中
）▼

酒
井
翔し

ょ
う

大た

（
豊
里
小
）▼
木
村
維い

吹ぶ
き（
登
米
小
）▼
保
科
奏か

な

希で

（
中
田

中
）▼
白
鳥
晴せ

い

也や

（
登
米
総
合
産
業

高
）▼
熊
谷
煌こ

う

羽は

（
登
米
総
合
産
業

高
）▼
鎌
田
璃り

音お

（
中
田
中
）▼
梶

原
瑞み

ず

生き

（
佐
沼
小
）▼
境
燦さ

ん

太た

（
石

森
小
）▼
小
野
寺
芹せ

奈な

（
津
山
中
）

▼
千
葉
伊い

織お
り（
佐
沼
小
）▼
松
永
真ま

琴こ
と（
佐
沼
小
）▼
柴
田
楓ふ

う

椛か

（
米
山

東
小
）▼
小
野
寺
瑠る

奈な

（
津
山
小
）

▼
羽
生
菫す

み
れ（
浅
水
小
）▼
山
田
紬つ

む

葵ぎ

（
東
和
小
）▼
菊
田
あ
さ
ひ（
佐
沼

小
）▼
及
川
煌こ

う

飛ひ

（
中
田
中
）

●
ス
ポ
ー
ツ
功
労
賞
（
個
人
）

▼
芳
賀
芳よ

し

浩ひ
ろ（

豊
里
町
）
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今月のお知らせ

国
民
健
康
保
険
税
に「
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
納
付
金
分
」を
加
算

　

国
の「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
金

制
度
」の
創
設
に
伴
い
、子
ど
も
・

子
育
て
支
援
金
の
納
付
に
要
す
る

費
用
を
国
民
健
康
保
険
税
に
加
算

し
て
負
担
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
、全
世
代
が
社
会

全
体
で
子
育
て
世
帯
を
支
え
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
、集
め

ら
れ
た
支
援
金
は
、児
童
手
当
の

拡
充
や
妊
産
婦
へ
の
支
援
、保
育

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
な
ど
に
充
て
ら

れ
ま
す
。

　

本
市
は
、子
ど
も
・
子
育
て
支
援

納
付
金
分
と
し
て
、次
の
と
お
り

税
率
等
を
改
正
し
、令
和
８
年
７

月
の
本
算
定
分
か
ら
納
付
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。

※
他
の
保
険
税（
医
療
分
・
後
期
高

齢
者
支
援
金
分
・
介
護
分
）と
同
様

に
、支
援
金
分
に
も
課
税
限
度
額

の
設
定
や
軽
減
措
置（
７
割
・
５

割
・
２
割
）が
適
用
さ
れ
ま
す

※
具
体
的
な
限
度
額
、軽
減
判
定

内
容
は
、決
定
次
第
改
め
て
対
象

者
に
通
知
し
ま
す
。ま
た
、市
公
式

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
も
お
知
ら
せ

し
ま
す

【
問
い
合
わ
せ
】総
務
部
税
務
課

（
国
民
健
康
保
険
税
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
６
３

　

施設名 パートナー 愛称 命名権料（税抜き） 付与期間

登米市光ヶ丘球場 迫リコー株式会社 迫リコーボールパーク 20万円／年
令和８年４月１日～
令和11年３月31日

所得割額 均等割額 平等割額
18 歳以上被保険者

均等割額

医療保険分 7.50％ 23,000円 18,000円 ―

後期高齢者支援金分 3.00％ 8,000 円 8,000円 ―

介護保険分 2.50％ 8,500 円 6,200円 ―

子ども・子育て支援納付金分 0.29％ 1,000 円 800円 100 円

計 13.29％ 40,500 円 33,000円 100 円

■令和８年度の税率等

ネーミングライツパートナーと
施設の愛称が決定しました

　令和７年12月15日から募集していた市ネーミングライツ事業
について、登米市光ヶ丘球場のネーミングライツパートナーと、
その施設の愛称が決定しました。パートナーから対価として得
た命名権料は、ネーミングライツ導入施設の維持管理・改修等に
有効活用します。
　施設の正式名称や利用方法などは変わりませんので、これま
でと同様に施設を利用できます。

【問い合わせ】教育委員会教育部生涯学習課（スポーツ振興係）
☎ 0220（34）2698

■ネーミングライツ導入施設

　
４
月
１
日
付
け
で
、
病
院

事
業
管
理
者
に
渡
邊
武
光
氏

（
75
）
が
就
任
し
ま
し
た
。
任

期
は
、
令
和
12
年
３
月
31
日

ま
で
の
４
年
間
で
す
。

【
略
歴
】

　
昭
和
26
年
、
中
田
町
生
ま

れ
。44
年
12
月
、中
田
町
役
場

入
職
。
平
成
20
年
４
月
か
ら

23
年
３
月
ま
で
医
療
局
次

長
、
25
年
７
月
か
ら
29
年
７

月
ま
で
医
療
局
参
与
を
歴

任
。

　
松
本
宏
病
院
事
業
管
理
者

が
３
月
31
日
を
も
っ
て
退
任

し
ま
し
た
。松
本
氏
は
、令
和

５
年
４
月
か
ら
３
年
に
わ
た

り
本
市
の
病
院
事
業
管
理
者

を
務
め
、
地
域
医
療
の
充
実

に
尽
力
し
ま
し
た
。

渡
邊
武

た

け

光
み

つ

氏
が
病
院
事
業

管
理
者
に
就
任

松
本
宏

ひ
ろ
し

病
院
事
業

管
理
者
が
退
任
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区分
木造住宅 地域集会施設 危険ブロック塀

耐震診断 耐震診断 危険ブロック塀撤去工事

事業内容
専門家による木造住宅の耐震診断に
対し、費用を一部補助します

専門家による木造地域集会施設の耐震診
断に対し、費用を一部補助します

倒壊の恐れがある危険なブロック塀を
取り壊す場合、費用を一部補助します

補助対象
（全てに
該当する

もの）

▶昭和56年５月31日以前に着工した
戸建て住宅▶木造平屋建てから木造
３階建てまでの住宅▶過去に市の耐
震診断を受けていない住宅

▶昭和56年５月31日以前に着工した地域
集会施設▶木造平屋建てから木造３階建
てまでの地域集会施設▶過去に市の耐震
診断を受けていない地域集会施設

▶公衆用道路などの道路面からの高さ
が１㍍以上（擁壁上の場合は40 ㌢以上）
▶ブロック塀実態調査において、要改善
または緊急改善と判定されたもの▶一
部撤去の場合は、道路面からの高さを50
㌢以下に改修する場合

助成内容
【市補助額】14万2,400円
【個人負担額】8,400円（200平方㍍以下）
～３万9,800円（340平方㍍を超える）

【上限】16万5,600円
【補助率】対象経費の３分の２以内

【上限】31万2,000円
【補助額】８千円／㍍
【補助率】対象経費の６分の５以内

募集件数 20 件 １件 ９件

申込期間
５月７日（木）～６月19日（金）
※申込件数が募集件数を超えた場合、
抽選会を開催します

５月７日（木）～11月27日（金）
（先着順）

地震に備え、耐震助成事業を利用ください

【申し込み・問い合わせ】建設部建築営繕課（営繕二係）　☎ 0220（34）2318

※令和９年３月上旬までに工事を完了（工事業者への支払い含む）し、市に報告することが交付の条件です
※申請前に解体工事を含めて現場に着手（工事業者との契約含む）した場合は、補助を受けられません
※その他、補助要件等の詳細は、問い合わせいただくか市公式ホームページをご覧ください

【現行】 【改編後】

まちづくり

推進部

▶まちづくり推進課
　
▶財政経営課
　・財政一係
　・財政二係
　・財政管理係

▶まちづくり推進課
　・ふるさと納税専門監（新設）
▶財政経営課
　・財政一係
　・財政二係

教育委員会
教育部

▶活き生き学校支援室
　

▶活き生き学校支援室
　・こころの支援専門監（新設）

医療局 経営管理部
▶経営企画課
　・企画係
　・財政係
▶経営管理課
　・管理係
　・人事係

登米市民病院事務局
▶管理課
　・庶務係
　・用度係
▶医事課
　・医事係
　・医療情報係

経営管理部
▶経営企画課
　・企画係
　・財政係
▶経営管理課
　・看護・介護人材専門監
　　（新設）
　・管理係
　・人事係
　・用度係
▶医事課
　・医事係
　・医療情報係

登米市民病院事務局
※経営管理部職員が兼務

上下水道部 ▶水道施設課
　・水道管理係
　・水道整備係

▶下水道施設課
　・下水道管理係
　・下水道整備係

▶水道施設課
　・配水管理係
　・浄水管理係
　・水道整備係
▶下水道施設課
　・下水道管理係
　・下水道整備係
　・浄化槽管理係　

■行政組織改編の概要
【
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
】▼
ふ
る

さ
と
応
援
寄
附
金
に
つ
い
て
、戦

略
的
に
事
業
を
展
開
で
き
る
体

制
を
整
え
る
た
め
、ま
ち
づ
く
り

推
進
課
に「
ふ
る
さ
と
納
税
専
門

監
」を
新
た
に
配
置
し
ま
し
た
▼

地
方
公
会
計
制
度
を
活
用
し
た

持
続
的
な
行
政
運
営
の
推
進
を

図
る
た
め
、財
政
経
営
課
財
政
管

理
係
の
業
務
を
財
政
一
係
と
財

政
二
係
に
移
管
し
、予
算・
決
算

等
の
財
政
業
務
を
一
体
的
に
執

行
す
る
体
制
に
見
直
し
ま
し
た

【
教
育
委
員
会
教
育
部
】▼
不
登

校
対
策
に
向
け
た
支
援
の
充
実

を
図
る
た
め
、活
き
生
き
学
校
支

援
室
に「
こ
こ
ろ
の
支
援
専
門

監
」を
新
た
に
配
置
し
ま
し
た

【
医
療
局
】▼
類
似
業
務
を
整
理

統
合
し
、よ
り
機
動
性
の
高
い
組

織
体
制
を
構
築
す
る
た
め
、経
営

管
理
部
の
職
員
が
登
米
市
民
病

院
事
務
局
の
業
務
を
兼
務
す
る

こ
と
に
し
ま
し
た
▼
医
療
提
供

体
制
の
維
持
と
病
院
事
業
の
最

適
化
に
取
り
組
む
た
め
、経
営
管

理
課
に「
看
護・介
護
人
材
専
門

監
」を
新
た
に
配
置
し
ま
し
た

【
上
下
水
道
部
】▼
よ
り
効
果
的

で
集
中
的
な
漏
水
対
策
に
よ

り
、有
収
率
の
向
上
に
努
め
る

た
め
、水
道
施
設
課
水
道
管
理

係
を
２
係
体
制
に
改
め
ま
し
た

▼
市
設
置
型
浄
化
槽
な
ど
が
、

令
和
９
年
度
か
ら
個
人
管
理
に

移
行
す
る
こ
と
に
伴
い
、下
水

道
施
設
課
に「
浄
化
槽
管
理
係
」

を
新
た
に
設
置
し
ま
し
た

【
問
い
合
わ
せ
】総
務
部
人
事
課

（
人
事
研
修
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
４
５

４
月
１
日
か
ら

市
の
組
織
が
変
わ
り
ま
し
た

※組織改編のあった部署のみ掲載
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■注意報が発表された際の防災対応の例

出典：「北海道・三陸沖後発地震注意情報 防災対応ガイドライン」周知・広報チラシ（内閣府・気象庁）

事前の備えで地震から命を守る

　地震の発生に備えて、日頃から家具の固定や、安全

な避難場所・避難経路の確認、非常持出品の準備な

ど、事前の備えを徹底しましょう。

●「北海道・三陸沖後発地震注意情報」とは

　日本海溝・千島海溝沿いの領域では、マグニチュー

ド７クラスの地震が発生した後、続いて大きな地震

（後発地震）が発生した事例があります。実際に後発

地震が発生する可能性は低いものの、発生した際に

一人でも多くの命を守るため、想定震源域やその周

辺でマグニチュード７以上の地震が発生したとき

は、国から「北海道・三陸沖後発地震注意情報」が発信

されます。発信された場合、その後１週間程度は通常

の生活（通勤・通学など）を送りながら、地震への備え

の再確認や、すぐに避難できる準備をしてください。

【問い合わせ】総務部防災危機対策室（危機対策係）

☎0220（23）7393

内閣府HP「北海
道・三陸沖後発
地震注意情報の
解説ページ」

気象庁HP「日本
海溝・千島海溝
周辺海溝型地震
について」

vol .１防 災 だ よ り命とくらしを守る

「も
● ● ●

しも」の時に備えて

医療局職員を募集します

※採用は令和９年４月１日の予定です
【試験会場】登米市民病院・地域医療連携センター
【試験種目】小論文試験（１時間）、人物（面接）試験、健康診
査、資格調査

【受験申込書の配布】申込書は、医療局経営管理部経営管
理課で配布します。郵便で請求する場合は、封筒の表に

「（応募職種名）採用試験申込書請求」と朱書きし、下記の
宛先を記入して140円切手を貼った返信用封筒（Ａ４版が
入る大きさ）を必ず同封してください。申込書は、市医療
局ホームページからもダウンロードできます

【問い合わせ】医療局経営管理部経営管理課（人事係）
〒987－0511 迫町佐沼字下田中25番地　☎ 0220（44）4795

今月のお知らせ

職　種 採用予定 受験資格 試験日 申込期間 合格発表

看護師 20人程度

▶免許保有者＝昭和47年４月２日以降生まれの人

▶免許取得見込者＝昭和62年４月２日以降に生まれ、令和９

年３月31日までに卒業・免許取得見込みの人

※長期勤続によるキャリア形成の観点から応募資格に年齢制

限を設けています

第１回
５月10日(日)

４月６日(月) ～
４月24日(金)

５月22日(金)

第２回
７月26日(日)

４月25日(土) ～
７月10日(金)

８月７日(金)

薬剤師 １人程度
昭和62年４月２日以降に生まれ、薬剤師の免許を有する人ま

たは令和９年３月31日までに卒業・免許取得見込みの人

第３回
10月18日(日)

７月11日(土) ～
10月２日(金)

10月30日(金)
臨床検査技師 １人程度

平成４年４月２日以降に生まれ、臨床検査技師の免許を有する

人または令和９年３月31日までに卒業・免許取得見込みの人
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繊細に描く自然の趣
本市ゆかりの画家作品展

期間中は学芸員による展示解説も実施。東和町を中心に活躍し
た同氏の足跡を、現存する作品や文献を通じて振り返りました。

　歴史博物館企画展「大内松
しょう

華
か

～多年、筆硯を耕す～」
が３月14日から５月31日まで、同館企画展示室で開か
れています。
　企画展では、明治時代に活躍した日本画家、大内松

しょう

華
か

の作品を展示。令和７年３月に閉校した旧錦織小学
校に飾られていた山水画をはじめ、現代に伝わる作品
の数々を一目見ようと、多くの人が足を運んでいます。
展示解説に訪れた早川宏

ひろ

昭
あ き

さん＝岩手県奥州市＝は
「チラシを見て来ました。私の家にも大内松華の作品が
あり、今回の展示で作風や足跡を知ることができたの
で感無量です」と感想を話していました。

子どもの想像力育む
絵本の読み聞かせ研修会

「読み手も楽しむこと」「リズムを付けて読むこと」など、講師に
よる実演を交えた講話に、参加者は真剣に耳を傾けていました。

　「読み聞かせ研修会」が３月14日、中田生涯学習セン
ターで開かれ、市内の読み聞かせボランティアや幼稚
園教諭など30人が参加しました。
　研修会は、読み聞かせの効果を理解し、おはなし会に
必要な知識と技術を習得するために開催。「子ども読書
コミュニティプロジェクトみやぎ」会長の高梨富

ふ

佐
さ

さ
んを講師に迎え、年齢に合った絵本の選び方などを学
びました。参加した、千葉信

のぶ

子
こ

さん＝中田町弥勒寺南＝
は「昨年から、５人で『きざはしの会』という読み聞かせ
ボランティアを始めました。良い絵本の特徴を知った
ので今後の活動に生かしたいです」と話しました。

思い出胸に感謝の幕
米山幼稚園が３月で閉園

園舎への感謝の気持ちを込めて「にじ」を合唱する園児。「楽しか
った米山幼稚園、さようなら」と大きな声で別れを告げました。

　米山幼稚園で３月13日、閉園式が行われ、園児や保護
者、地域住民などが参加し、地域に愛された園舎との別
れを惜しみました。
　同園は、より良い幼児教育の環境を整備するため、よ
ねやま保育園と統合し、米山こども園を開園すること
に伴い閉園。PTA会長の佐藤美

み

紗
さ

登
と

さん＝米山町鈴根
＝は「思い出がたくさん詰まっているので、寂しい気持
ちはありますが、子どもたちを育ててくれたので、たく
さんのありがとうを伝えたいです。子どもたちには、先
生に教えてもらったことを胸に、夢の実現に向かって
一歩一歩成長してほしいです」と願いを込めました。
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きれいな自然を守る

沼周辺の清掃活動を実施

参加者は、多くの渡り鳥が飛来する豊かな自然を守ろうと、沼周
辺を歩きながら、沿道に捨てられたごみを拾い集めました。

　「伊豆沼・内沼クリーンキャンペーン」が３月20日、本
市と栗原市の３会場で実施され、登米市伊豆沼・内沼サ
ンクチュアリセンター周辺の清掃活動には、市内の企
業、団体や市民など214人が参加しました。
　清掃活動は、ラムサール条約登録湿地である伊豆沼・
内沼の自然環境を保全し、次世代に引き継ぐために開
催。ペットボトルや空き缶、古タイヤなどが集められま
した。参加した、ボーイスカウト迫第１団所属の佐々木
健
けん

悟
ご

さん（７）＝豊里町下町＝は「いっぱい歩いて空き
缶とビニール袋を拾いました。みんなできれいにした
ので、ごみを捨てないでほしいです」と話していました。

修復ピアノお披露目
音楽と美術親しむ３日間

ピアノは４月から一般公開され、時間制で貸し出しを実施。演奏
は有料で、収益はピアノの維持や修繕に活用されます。

　「もくもくランド寄贈ピアノ再生プロジェクト」が３
月20から22日まで、道の駅津山もくもくランド物産館
で開かれ、３日間で約280人が訪れました。
　イベントは、2024年に仙台市内のカフェから同館に
寄贈され、住民有志によって修復されたグランドピア
ノの活用を目的に開催。音楽ライブや作品展示、ワーク
ショップなどが催され、参加者は思い思いに楽しみま
した。ストリートピアノに参加した戸森瞭

りょう

さん（９）＝
仙台市＝は「SNSで修復の様子を見て、今日演奏できる
のが楽しみでした。本番は緊張したけど、たくさんの人
に聴いてもらえてうれしかった」と笑顔を見せました。

洪水などから命守る
三陸道の避難階段が完成

緊急時は、扉の透明なアクリル板を強くたたいて壊し、内側のド
アノブを回すと鍵がなくても開けることができます。

　登米町地内で施工を進めていた三陸沿岸道路の避難
階段が完成し、３月24日に地域住民を対象に利用説明
会が開催されました。
　避難階段は、洪水などの水害時に道路の高架部分を
緊急用避難場所として活用できるように２箇所設置。
三陸沿岸道路沿線で作業している人や市指定の避難所
に間に合わない人が緊急的に避難することができま
す。参加した秋山光

みつ

穂
お

さん＝登米町蛭沢＝は「すぐ避難
できるように、避難場所だと分かるような表示がある
と助かりますね。避難場所が増えるので地域住民の安
全・安心につながると思います」と期待を寄せました。
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市民の広場

市民リレーエッセイ

迫町・新町

阿部 祐
ゆ う

弥
や

 さん

次号は、及川 磨
け ん

吾
ご

さん＝迫町錦西＝へバトンをつなぎます

「頑張る皆さんをサポート」

　私は現在、迫町で妻、息子、猫２匹と共に生活しながら、
佐沼で小さな接骨院を経営しています。以前は仙台市で
勤務していましたが、仕事を通じて地元に貢献したいと
いう思いから、令和５年に登米市へ戻り、独立・開業しま
した。体の不調によって、趣味、仕事、家事、育児、部活動な
どの私生活に支障が出てしまっている人たちをサポート
しています。
　お客さまと接する中で、日々の何気ない会話も楽しみ
の一つです。多くの気付きや学びを得たり、温かさに触れ
られたりする大切なひとときとなっています。また、施術
後に「楽になった、痛みがなくなった」などの言葉をいた
だけることが、この仕事のやりがいだと感じています。
　たくさんの人たちに支えられ、今年で開業４年目を迎
えることができました。安心して通える町の接骨院を目
指し、これからも登米市で頑張る皆さんをサポートする
思いで、生涯現役で頑張っていきたいと思います！

石越町・長根／1974（昭49）年１月入籍

菅原 三
さ ぶ

郎
ろ う

 さん（79）

　　 康
や す

子
こ

 さん（71）

楽しみを生きがいに

よりそい半世紀

★お互いの印象は

【三郎】のんびりしていて、笑顔が素敵だね。
【康子】まじめできっちりしていて、周りのため
に動いてくれる人だよ。

★今までの思い出は

【三郎】共働きだったからあまり旅行もできな
かったけど、会社から優秀社員として表彰され
た時の景品で、家族みんなでホテルニューオー
タニに泊まったのがいい思い出だね。

★夫婦円満のこつは

【二人】「喧嘩するほど仲がいい」っていうけど、
お互い思ったことをちゃんと伝えることが大
事だと思うよ。

★現在の楽しみ、これからしたいことは

【三郎】去年腰の手術をして、今はリハビリを頑
張りながら週に１回、妻と一緒に日帰り温泉を
楽しんでいるんだ。

【康子】落ち着いたら２人で２泊３日の旅行を
したくて、いろいろと計画を練ってるよ。
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2025年６月21日生まれ

南方町・梶沼

一憲さんの長男

晴斗の笑顔でみんなニ
コニコ。いっぱい笑っ
て大きくなあれ。

渡邊 晴
は る

斗
と

 くん（９カ月）

2023年５月17日生まれ

中田町・蓬原

健さんの長女

歌が大好きな蘭ちゃん。
いっぱい歌えるように
なって、みんなを笑顔
にしてくださいね。

菅原 蘭
ら ん

 ちゃん（２歳）

2024年10月17日生まれ

中田町・二ツ木

翔さんの長男

たくさん食べて、たく
さん遊んで、毎日元気
いっぱい！みんなに愛
されて大きく育ってね。

佐藤 杜
と

綺
き

 くん（１歳）

2024年９月11日生まれ

登米町・三日町

和輝さんの長男

お姉ちゃんが大好きで
けんかしながらいつも
２人で笑い合っていま
す。これからもたくさ
んの笑顔を見せてね。

鵜浦 蓮
れ ん

 くん（１歳）

わが家のアイドル

夢を追いかけて

　私の夢はプロサッカー選手になることです。
私は小学校１年生の時にエスペランサ登米ＦＣ
に入団しました。ちょうどその頃、日本でワール
ドカップが開催され、「サッカー選手ってかっこ
いいな」と憧れるようになりました。練習も楽し
くて、サッカーが大好きになりました。
　学年が上がるにつれて、試合で負け続けたり、
けがをしたりと、上手くいかないことも増えて
きました。壁にぶつかり悩んだ時も、たくさんの
人が僕を支えてくれました。「下を向いていても
何にもならない」と、家族や監督、コーチから励
ましていただいたおかげで、壁を乗り越えるこ
とができたと思います。
　今後は、球際で負けない選手になるために、体
を鍛え上げ、チームの目標である東北大会出場
と、宮城県１部リーグ昇格に貢献したいです。そ
して、皆さんへの感謝の気持ちを忘れずに、活躍
できる選手になり、応援してくれた人に勇気と
元気を与えられるようになりたいです。

石越中３年／石越町・芦倉

わたしが描く夢

佐藤 孝
こ う

太
た

郎
ろ う

 さん
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●
社
会
参
加
で
、
い
き
い
き
と
し

た
毎
日
を

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、

登
米
市
に
お
住
ま
い
の
高
齢
者
の

皆
さ
ん
が
、い
つ
ま
で
も
元
気
で

安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
よ

う
に
、地
域
で
の
社
会
参
加
を
応

援
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
で
実
施
し
て
い
る
ミ
ニ
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
や
シ
ニ
ア
サ
ロ
ン
な

ど
の「
通
い
の
場
」で
は
、体
操
や
趣

味
活
動
、お
し
ゃ
べ
り
な
ど
を
通
じ

て
、体
を
動
か
す
機
会
や
人
と
の
つ

な
が
り
を
持
つ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

外
出
や
交
流
の
機
会
を
増
や
す
こ

と
は
、心
身
の
健
康
維
持
に
加
え
、

介
護
予
防
や
認
知
症
予
防
に
も
効

果
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。「
最

近
外
に
出
る
機
会
が
減
っ
た
」「
新

し
い
仲
間
を
つ
く
り
た
い
」と
感
じ

て
い
る
人
は
、ぜ
ひ
一
度
参
加
し
て

み
ま
せ
ん
か
。そ
の
気
持
ち
が
、元

日 休日急患当番医 歯科休日当番医

３㊐
（祝）

登米診療所（登米町）

☎ 0220（23）8422

高橋歯科医院（登米町）

☎ 0220（52）3210

４㊊
（祝）

千葉医院（迫町）

☎ 0220（22）3725

おおさか歯科医院（中田町）

☎ 0220（34）6668

５㊋
（祝）

サンクリニック（南方町）

☎ 0220（29）6060

浅野歯科医院（南方町）

☎ 0220（29）6036

６㊌
（祝）

二瓶内科胃腸科医院（迫町）

☎ 0220（22）6508

東和歯科医院（東和町）

☎ 0220（53）3811

10㊐
八木小児科医院（迫町）

☎ 0220（22）2566

まつお歯科医院（迫町）

☎ 0220（28）2311

17㊐
八嶋中央診療所（石越町）

☎ 0228（34）2013

東和歯科医院（東和町）

☎ 0220（53）3811

24㊐
米川診療所（東和町）

☎ 0220（45）2301

浅野歯科医院（南方町）

☎ 0220（29）6036

31㊐
おおたおおたにクリニック

（中田町）☎ 0220（35）1161

おおさか歯科医院（中田町）

☎ 0220（34）6668

◉診療時間　9：00～12：00、13：30～17：00

【休日急患当番医】

◉第２次診療　登米市民病院　 ☎ 0220（22）5511

【問い合わせ】登米市医師会　☎ 0220（22）2084

※月～金曜日（休日を除く）

【歯科休日当番医】

【問い合わせ】市民生活部健康推進課（保健推進係）　☎ 0220（58）2116

※当番医は、変更する場合があります。各医療機関に確認の上、受診ください

石巻市夜間急患センター

◉診療科目　内科、外科、小児科　※原則応急処置まで

診療時間など、詳しくは問い合わせください

【問い合わせ】石巻市夜間急患センター（石巻赤十字病院敷地内）☎ 0225（94）5111

 健 
　 康

◉電話番号
　♯8000
（プッシュ回線の固定電話、

携帯電話から）
　☎ 022 (212) 9390
（プッシュ回線以外の固定電

話から）
◉相談時間
　毎日午後７時～翌朝午前８時

こども夜間安心コール

　自殺予防

仙台いのちの電話

誰にも言えない気持ち

聞かせてください。

☎ 022（718）4343

　ひきこもり

ひとりで悩まないで
宮城県ひきこもり地域支援センター

☎ 0229（23）0024

５月の休日当番医

地域包括支援センター 電話番号

迫地域 0220（22）1152

中田・石越地域 0220（34）7611

石越分室 0228（34）4151

東和・登米地域 0220（53）4811

登米分室 0220（52）5090

米山・南方地域 0220（29）5821

南方分室 0220（58）4311

津山・豊里地域 0225（68）3780

豊里分室 0225（76）4811

■高齢者の相談窓口

　
５月の献血日程

【問い合わせ】

市民生活部健康推進課

（保健推進係）

☎ 0220（58）2116

※日程は変更になる場合が
あります。最新の日程につ
いては、市公式ホームペー
ジをご覧いただくか、下記
まで問い合わせください。

16日（土）

イオンタウン佐沼

10：00～11：45

13：00～16：00

高
齢
者
の
相
談
窓
口

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

気
へ
の
第
一
歩
で
す
。

　

詳
し
く
は
、地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
も
の
忘
れ
相
談

【
日
時
】５
月
19
日（
火
）午
前
10
時

※
１
件
当
た
り
40
分

【
場
所
】市
役
所
南
方
庁
舎
１
階

【
申
込
期
限
】５
月
14
日（
木
）

【
申
し
込
み
】お
住
ま
い
の
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー（
要
事
前
予
約
）

【
問
い
合
わ
せ
】福
祉
事
務
所
長
寿

介
護
課（
地
域
包
括
支
援
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
１

５月のこころの相談

日 場所・受付時間・担当

18

㊊

 中田保健福祉会館

 13：30～15：30

 臨床心理士・公認心理師

20

㊌

 迫保健センター

 14：00～16：00

 医師

26

㊋

 米山総合支所仮庁舎

 9：30～11：30

 臨床心理士・公認心理師

医師・臨床心理士などが相談に応じ

ます。安心してご相談いただくため、

完全予約制です。相談日前日（土日、

祝日を除く）まで、下記の総合支所ま

で申し込みください。

◉迫町域にお住まいの人

　迫総合支所　☎ 0220（22）5554

◉中田・石越町域にお住まいの人

　中田総合支所　☎ 0220（34）2314

◉東和・登米町域にお住まいの人

　東和総合支所　☎ 0220（53）4113

◉米山・南方町域にお住まいの人

　米山総合支所　☎ 0220（55）2112

◉豊里・津山町域にお住まいの人

　豊里総合支所　☎ 0225（76）4113

登米市民病院小児科救急診療

  ◉日曜日：受付時間9:00～16:30

  ◉夜間：小児（６歳以上）の診察を希望

　する場合はご連絡ください

  【問い合わせ】登米市民病院

  ☎ 0220（22）5511
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市
は
、高
齢
者
の
生
活
や
健
康

の
状
況
を
把
握
す
る
た
め
、平
成

18
年
度
か
ら
５
年
ご
と
に
、65
歳

以
上
の
人
を
無
作
為
に
抽
出
し
て

「
高
齢
者
実
態
調
査
」を
実
施
し
て

い
ま
す
。今
回
の
調
査
で
は
、「
身

体
的
に
は
自
立
し
て
活
動
的
な
人

が
多
い
」一
方
で
、「
社
会
と
の
つ

な
が
り
」や「
食
生
活
」に
新
た
な

課
題
が
見
え
て
き
ま
し
た
。

●
生
活
体
力
は
維
持
・
向
上
傾
向

　
「
も
の
に
つ
か
ま
ら
な
い
で
、つ

ま
先
立
ち
が
で
き
る
」な
ど
の
日

常
生
活
に
関
わ
る
14
の
動
作
を
14

点
満
点
で
評
価
し
た
と
こ
ろ
、令

和
７
年
度
の
平
均
は
９
・
８
点
と
、

わ
ず
か
な
が
ら
上
昇
し
て
い
ま

す
。（
図
１
参
照
）

　

全
体
と
し
て
、生
活
機
能
は
維

持
・
向
上
し
て
お
り
、下
肢
筋
力
や

バ
ラ
ン
ス
能
力
を
保
っ
て
い
る
高

齢
者
が
増
え
て
い
ま
す
。

●
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事

　

10
品
目
の
食
品
群（
肉
、魚
、卵
、

牛
乳
、大
豆
、緑
黄
色
野
菜
、海
藻
、

い
も
、果
物
、油
）を「
ほ
と
ん
ど
毎

日
食
べ
る
者
」の
割
合
が
、全
体
的

に
低
下
し
て
お
り
、前
回
比
で
は
、

特
に
緑
黄
色
野
菜
は
８
・
０
ポ
イ

ン
ト
、い
も
類
は
10
・
３
ポ
イ
ン

ト
、魚
介
類
は
、７
・
７
ポ
イ
ン
ト

の
低
下
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

予
防
・
高
齢
者
低
栄
養
予
防
な
ど
）

【
申
込
期
限
】５
月
１
日（
金
）

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】市
民
生

活
部
健
康
推
進
課（
地
域
保
健
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
１
６

●
こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん
サ
ロ
ン

【
日
時
】５
月
13
日（
水
）午
前
10
時

～
11
時
30
分（
要
電
話
予
約
）

【
場
所
】迫
児
童
館

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】南
方

子
育
て
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
８

●
子
育
て
支
援
講
座

【
日
時
】５
月
20
日（
水
）午
前
10
時

30
分
～
11
時
30
分（
要
予
約
）

【
場
所
】登
米
北
上
こ
ど
も
園

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】登
米

北
上
こ
ど
も
園

☎
０
２
２
０（
５
２
）３
５
５
８

●
よ
り
そ
い
・
ほ
っ
と
相
談

【
日
時
】５
月
19
日（
火
）午
前
10
時

～
午
後
３
時（
要
予
約
）

●
わ
く
わ
く
マ
タ
ニ
テ
ィ
サ
ロ
ン

【
日
時
】５
月
26
日（
火
）午
前
10
時

～
11
時
45
分（
前
日
ま
で
要
予
約
）

◉
共
通
事
項

【
場
所
】南
方
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】福
祉

事
務
所
子
育
て
支
援
課（
母
子
保

健
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
７

　
「
食
べ
る
こ
と
」は
心
身
の
健
康

づ
く
り
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、楽

し
み
や
喜
び
で
も
あ
り
、心
を
豊

か
に
し
て
く
れ
ま
す
。「
食
」を
切

り
口
に
し
て
、健
康
に
つ
い
て
仲

間
と
共
に
学
び
、健
康
づ
く
り
の

輪
を
広
げ
て
み
ま
せ
ん
か
。

【
実
施
期
間
】５
月
～
令
和
９
年
２

月（
全
６
回
）

※
初
回
は
５
月
12
日（
火
）午
前
10

時
～
正
午
／
南
方
保
健
セ
ン
タ
ー

【
対
象
者
】市
内
在
住
の
20
歳
以
上

の
市
民
20
人
程
度

【
内
容
】健
康
づ
く
り
講
話
・
調
理

実
習
・
体
験（
食
育
・
生
活
習
慣
病

●
趣
味
や
稽
古
事
を
す
る
人
が
増

加
、近
隣
の
知
人
と
の
会
話
は
減
少

　

趣
味
や
稽
古
事
を
す
る
人
が
増

え
、町
内
会
行
事
な
ど
へ
の
参
加

は
横
ば
い
で
あ
り
、外
出
頻
度
は

保
た
れ
て
い
ま
す
。し
か
し
、近
隣

の
知
人
と
の
会
話
の
機
会
は
大
き

く
減
っ
て
お
り
、近
隣
と
の
心
理

的
な
つ
な
が
り
が
弱
ま
り
つ
つ
あ

る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

●
健
康
寿
命
を
の
ば
す
た
め
に

　

身
体
機
能
が
維
持
さ
れ
て
い
る

今
こ
そ
、そ
の
基
盤
と
な
る「
栄
養

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
」と「
人

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」を

意
識
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

日
々
の
暮
ら
し
の
中
で
、無
理

な
く
続
け
ら
れ
る
健
康
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

【
問
い
合
わ
せ
】市
民
生
活
部
健
康

推
進
課（
地
域
保
健
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
１
６

妊
娠
・
出
産
・
子
育
て
を
応
援

講
座
や
サ
ロ
ン

大和田 朱
す

寿
ず

ちゃん

（中田町神ノ木）

佐々木 桃
と う

吾
ご

くん

（豊里町横町）

阿部 維
い

采
と

ちゃん

（迫町鉄砲丁）

大村 燈
と も

瑠
る

くん

（米山町新町）

伊藤 杏
あ ん

ちゃん

（迫町平柳）

鈴木 琉
りゅう

雅
が

くん

（迫町永田）

ぼくわたしむし歯ないんだよ

３歳６カ月健診で

むし歯のなかったこどもたち

（３月20日までの応募受付分）

ヘ
ル
シ
ー
と
め
講
座

受
講
生
募
集

市公式HP「高
齢 者 実 態 調
査」

令
和
７
年
度
登
米
市
高
齢
者

実
態
調
査
結
果

山ノ内 梨
り

希
の

ちゃん

（南方町新高石）

渡邊 瑛
え い

太
た

くん

（南方町裏大岳）

鈴木 碧
あ お

晴
ば

くん

（米山町追土地）

戸田 詩
う た

ちゃん

（米山町狐崎）

早坂 めいちゃん

（南方町大袋）

6

8

10

12

H18 H22 H27 R2 R7

8.4 8.3
8.7

9.6 9.8

図１ 生活体力の平均点（14 点満点）



18

【
場
所
】海
老
喜
旧
醤
油
仕
込
蔵（
海

老
喜
ホ
ー
ル
）、と
よ
ま
観
光
物
産

セ
ン
タ
ー「
遠
山
之
里
」

【
観
覧
料
】無
料

【
問
い
合
わ
せ
】清
水
バ
ン
ド（
清

水
）

☎
０
７
０（
６
６
２
９
）８
０
９
０

　

玄
昌
石
の
黒
い
石
肌
に
白
い
繊

細
な
線
で
描
か
れ
る
独
自
の
幻
想

的
な
世
界
観
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ

い
。月
や
樹
林
の
姿
を
描
い
て
い

る
作
品
は
必
見
で
す
。

【
日
時
】５
月
１
日（
金
）～
６
月
７

日（
日
）／
午
前
９
時
～
午
後
４
時

30
分

【
場
所
】髙
倉
勝
子
美
術
館
桜
小
路

【
入
館
料
】一
般
２
０
０
円
、高
校

生
１
５
０
円
、小
中
学
生
１
０
０
円

【
問
い
合
わ
せ
】髙
倉
勝
子
美
術
館

☎
０
２
２
０（
５
２
）２
７
５
５

　

宮
城
県
内
と
岩
手
県
一
関
市
の

高
校
生
が
描
い
た
若
さ
あ
ふ
れ
る

作
品
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】５
月
28
日（
木
）～
31
日

（
日
）／
午
前
９
時
30
分
～
午
後
６

時（
最
終
日
は
午
後
３
時
ま
で
）

【
場
所
】水
の
里
ホ
ー
ル・Abebisou

（
登
米
祝
祭
劇
場
）小
ホ
ー
ル

【
入
場
料
】無
料

【
問
い
合
わ
せ
】教
育
委
員
会
教
育

部
文
化
財
文
化
振
興
課（
文
化
財

文
化
振
興
係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
３
３
２

　

２
カ
所
の
会
場
で
個
人
や
グ

ル
ー
プ
、総
勢
23
組
が
出
演
し
ま

す
。熱
き
弾
き
語
り
を
お
楽
し
み

く
だ
さ
い
。

【
日
時
】５
月
24
日（
日
）午
前
10
時

～
午
後
５
時

　

適
切
に
応
急
手
当
て
を
す
る
こ

と
で
一
人
で
も
多
く
の
人
の
命
を

救
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。大
切
な

命
を
救
う
た
め
、講
習
会
の
参
加

者
を
募
集
し
ま
す
。

【
日
時
】５
月
17
日（
日
）午
前
９
時

～
正
午

【
場
所
】消
防
防
災
セ
ン
タ
ー
３
階

大
会
議
室

【
内
容
】心
肺
蘇
生
法
、A
E
D
使

用
方
法
、止
血
法
な
ど

【
受
講
料
】無
料

【
募
集
人
数
】30
人（
先
着
順
）

※
中
学
生
以
上
の
誰
で
も
受
講
で

き
ま
す
。再
講
習
も
募
集
し
ま
す

【
申
込
期
間
】５
月
１
日（
金
）～
10

日（
日
）

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】消
防

▲

迫総合支所☎ 0220（22）2111

▲

登米総合支所☎ 0220（52）5051

▲

東和総合支所☎ 0220（53）4111

▲

中田総合支所☎ 0220（34）2311

▲

豊里総合支所　☎ 0225（76）4111

▲

米山総合支所☎ 0220（55）2111

▲

石越総合支所☎ 0228（34）2111

▲

南方総合支所☎ 0220（58）2111

▲

津山総合支所☎ 0225（68）3111

情 報
広 場

Information

催
　
　
し

募
　
　
集

み
や
ぎ
の
明
治
村
と
よ
ま

フ
ォ
ー
ク
の
花
道
２
０
２
６

高
校
生
絵
画
展
IN
登
米
市

２
０
２
６
を
開
催
し
ま
す

夜間納税相談窓口

【日時】５月28日（木）
　　   ６月25日（木）
　　　午後７時まで

【場所】総務部税務課
　　  （迫庁舎１階）

【問い合わせ】
総務部税務課（徴収対策係）
☎ 0220（22）2169

（５月・６月分）

マイナンバーカード

申請サポート

マイナンバーカードの申請を

検討している人は、ぜひ、ご利

用ください。予約不要です。

【場所・日時】

➊市役所南方庁舎２階

　５月20日（水）

　午前９時30分～午後３時

　（午前11時30分～午後１時

　 までを除く）

➋市役所迫庁舎１階

　５月13日（水）

　午前９時30分～11時30分

➌市役所中田庁舎１階

　５月27日（水）

　午前９時30分～11時30分

【問い合わせ】市民生活部市民

生活課（戸籍係）

☎ 0220（58）2118

石
に
問
い
か
け
石
と
語
ら
う

生な

ま

田た

目め

富と

紀き

夫お 

石
板
画
展

普
通
救
命
講
習
会

受
講
者
募
集



19 2026.5

署（
救
急
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
１
９

　

海
外
で
学
校
交
流
や
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
に
参
加
す
る
派
遣
団
員
を
募

集
し
ま
す
。

【
派
遣
国
】ア
メ
リ
カ
合
衆
国（
テ

キ
サ
ス
州
サ
ウ
ス
レ
イ
ク
市
）

【
派
遣
期
間
（
予
定
）
】９
月
29
日

（
火
）～
10
月
６
日（
火
）

【
負
担
金
】１
人
８
万
円

【
募
集
人
数
】８
人
程
度

【
申
込
資
格
】市
内
に
在
住
す
る
平

成
20
年
４
月
２
日
か
ら
25
年
４
月

１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

【
提
出
書
類
】申
込
書
、作
文

【
申
込
期
間
】４
月
20
日（
月
）～
５

情
　
報
　
広
　
場

登米市は自主財源を確保するため、広報とめに有料広告を掲載しています。

月
22
日（
金
）

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】登
米

市
青
少
年
国
際
交
流
事
業
実
行
委

員
会
事
務
局（
登
米
市
国
際
交
流

協
会
）

☎
０
２
２
０（
５
２
）２
１
４
４

　

企
業
の
概
要
説
明
な
ど
、就
職

希
望
者
の
就
職
活
動
を
支
援
す
る

企
業
を
募
集
し
ま
す
。

【
日
程
】７
月
２
日（
木
）

【
場
所
】エ
ス
ビ
ー
食
品
と
よ
ま
蔵

ジ
ア
ム（
登
米
総
合
体
育
館
）

【
申
込
期
限
】５
月
８
日（
金
）

※
詳
し
く
は
、市
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

【
問
い
合
わ
せ
】産
業
経
済
部
地
域

ビ
ジ
ネ
ス
支
援
課（
企
業
振
興
係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
７
０
６

　

市
と
県
は
、「
市
民
参
加
の
新
た

な
森
林
づ
く
り
」植
樹
祭
の
参
加

者
を
募
集
し
ま
す
。誕
生
記
念
や

結
婚
記
念
な
ど
を
標
柱
に
し
る
し

て
植
樹
す
る「
わ
た
し
の
記
念
植

樹
」も
併
せ
て
実
施
し
ま
す
。

【
日
時
】５
月
24
日（
日
）午
前
10
時

～
正
午（
小
雨
決
行
）

【
植
林
場
所
】東
和
町
米
谷
字
朝
田

貫
地
内

【
集
合
場
所
・
時
間
】旧
米
谷
小
学

校
／
午
前
９
時
30
分

※
集
合
場
所
か
ら
植
樹
場
所
ま
で

バ
ス
で
送
迎
し
ま
す

【
参
加
料
】無
料

【
持
参
す
る
物
】軍
手
、長
靴

【
募
集
人
数
】先
着
２
０
０
人　

※
記
念
植
樹
は
先
着
10
人

【
申
込
期
限
】５
月
８
日（
金
）

【
申
込
方
法
】電
話
、フ
ァ
ク
シ
ミ

リ
、電
子
メ
ー
ル

※
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
、電
子
メ
ー
ル

の
場
合
は
、参
加
者
の
住
所
・
氏

名
・
年
齢
・
電
話
番
号
、記
念
植
樹

を
申
し
込
む
場
合
は
、記
念
名（
小

▲

迫総合支所☎ 0220（22）2111

▲

登米総合支所☎ 0220（52）5051

▲

東和総合支所☎ 0220（53）4111

▲

中田総合支所☎ 0220（34）2311

▲

豊里総合支所　☎ 0225（76）4111

▲

米山総合支所☎ 0220（55）2111

▲

石越総合支所☎ 0228（34）2111

▲

南方総合支所☎ 0220（58）2111

▲

津山総合支所☎ 0225（68）3111

学
校
入
学
記
念
な
ど
）、標
柱
設
置

者
の
氏
名
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】産
業
経

済
部
農
林
振
興
課（
林
業
振
興
係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
７
０
９


０
２
２
０（
３
４
）２
８
０
２

死norinshinko@
city.tom

e.
m

iyagi.jp

　

９
月
１
日
か
ら
、道
路
交
通
法

施
行
令
の
改
正
に
伴
い
、地
域
住

民
が
日
常
生
活
で
利
用
す
る
よ
う

な
、歩
道
や
中
央
線
な
ど
が
な
い
、

い
わ
ゆ
る
生
活
道
路
に
お
い
て
、

自
動
車
の
法
定
最
高
速
度
が
、現

在
の
60
㌔
㍍
毎
時
か
ら
30
㌔
㍍
毎

時
に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
す
。

※
す
で
に
最
高
速
度
標
識
が
設
置

さ
れ
て
い
る
場
合
は
、そ
の
標
識

の
最
高
速
度
が
適
用
さ
れ
ま
す

【
問
い
合
わ
せ
】

▼
佐
沼
警
察
署

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
２
１

▼
登
米
警
察
署

☎
０
２
２
０（
５
２
）２
１
２
１

住宅入居者を募集

　
市
営
住
宅

▶東和日面第二住宅１号(Ｈ26年築)

　住所＝東和町米谷字日面56番地

　募集戸数＝1戸（2階建て戸建・3ＬＤＫ）

　家賃月額＝2万2,300円～4万3,800円 

　駐車場利用は1台のみ（別途2千円）

▶豊里下町住宅13号(Ｈ18年築)

　住所＝豊里町町浦301番地38

　募集戸数＝1戸（1階建て戸建･3ＤＫ）

　家賃月額＝2万200円～3万9,700円

　駐車場利用は1台のみ（別途2千円）

▶米山西野第二住宅２-16号(Ｈ２年築)

　住所＝米山町西野字見通70番地1

　募集戸数＝1戸（2階建て長屋･3ＤＫ）

　家賃月額＝1万4,200円～2万7,900円

　駐車場契約なし

※入居資格・要件などの詳細は、住宅都市整備課または

各総合支所市民課備え付けの募集要項を確認ください

【申込期限】５月１日（金）※期限厳守・郵送不可

【申し込み】各総合支所市民課、住宅都市整備課

【問い合わせ】建設部住宅都市整備課（住宅係）

☎0220（34）2316

※市営住宅の他に、定住促進住宅（迫・中田・東和・豊里・

石越）も随時募集しています

海
外
派
遣
に
参
加
す
る

青
少
年
を
募
集
し
ま
す

み
ど
り
の
森
を
次
の
世
代
へ

植
樹
祭
参
加
者
募
集

登
米
市
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス

参
加
企
業
を
募
集

お
知
ら
せ

生
活
道
路
の
法
定
最
高
速
度

が
変
わ
り
ま
す宮 城 県 警 察

本部HP「生活
道 路 の 法 定
最 高 速 度 引
き下げ」

市公式HP「青
少 年 海 外 派
遣 事 業 団 員
募集」
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る
法
人
で
あ
っ
て
、支
援
機
関
か

ら
の
支
援
を
受
け
て
事
業
を
承
継

す
る
人

【
対
象
経
費
・
補
助
率
】▼
初
期
診

断
、譲
渡
価
格
の
算
定
、マ
ッ
チ
ン

グ
の
登
録
に
要
す
る
経
費
／
対

象
経
費
の
２
分
の
１
以
内（
上
限

30
万
円
）▼
機
械
装
置
、設
備
の
購

入
費
等
／
対
象
経
費
の
２
分
の
１

以
内（
上
限
１
０
０
万
円
）

【
申
請
期
間
】通
年
。予
算
が
な
く

な
り
次
第
受
け
付
け
終
了

●
産
業
支
援
事
業

　

売
上
増
加
や
事
業
拡
大
を
図
る

た
め
の
事
業
に
対
し
て
支
援
し
ま

す
。

【
対
象
者
】市
内
事
業
者

【
対
象
経
費
・
補
助
率
】設
備
費
、委

託
費
、旅
費
、謝
金
、借
上
料
な
ど

／
対
象
経
費
の
３
分
の
１
以
内

【
申
請
期
間
】通
年
。予
算
が
な
く

な
り
次
第
受
け
付
け
終
了

●
創
業
支
援
事
業

【
対
象
者
】▼
市
内
で
令
和
９
年
３

月
末
ま
で
に
新
た
に
事
業
を
始
め

る
人
▼
第
２
創
業
を
す
る
人

【
対
象
経
費
・
補
助
率
】支
援
対
象

期
間（
令
和
８
年
７
月
～
令
和
９

年
３
月
15
日
）の
従
業
員
の
人
件

費
、店
舗
な
ど
の
借
上
料
、設
備

費
、仕
入
れ
・
材
料
費
、委
託
費
、旅

費
な
ど
／
対
象
経
費
の
３
分
の
２

以
内（
上
限
２
０
０
万
円
）

【
支
援
件
数
】１
件
程
度

【
申
込
期
限
】５
月
29
日（
金
）

け
ま
し
た
。人
権
擁
護
委
員
は
、人

権
に
関
す
る
相
談
を
は
じ
め
、学

校
や
幼
稚
園
・
保
育
園
な
ど
で
人

権
教
室
を
開
催
し
、命
の
大
切
さ

や
思
い
や
り
の
心
に
つ
い
て
の
理

解
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
の
活
動

を
し
て
い
ま
す
。

　

各
種
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
や
家
庭
内

暴
力
、い
じ
め
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
の
誹
謗
中
傷
、近
所
ト
ラ
ブ
ル

な
ど
、人
権
侵
害
で
は
な
い
か
と

感
じ
た
り
、困
っ
て
い
る
こ
と
が

あ
る
場
合
に
は
、一
人
で
悩
ま
ず

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。相
談
は
無

料
で
、秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

【
相
談
電
話
】月
～
金
曜
日
／
午
前

８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

▼
み
ん
な
の
人
権
１
１
０
番

☎
０
５
７
０（
０
０
３
）１
１
０

▼
こ
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

☎
０
１
２
０（
０
０
７
）１
１
０

【
問
い
合
わ
せ
】仙
台
法
務
局
登
米

支
局（
総
務
係
）

☎
０
２
２
０（
５
２
）２
０
７
０

●
事
業
承
継
支
援
事
業

　

市
内
中
小
企
業
者
の
円
滑
な
事

業
の
引
き
継
ぎ
を
図
る
た
め
、事

業
承
継
を
実
施
す
る
人
を
支
援
し

ま
す
。

【
対
象
者
】▼
市
内
に
住
所
を
有
す

る
個
人
▼
市
内
に
事
業
所
を
有
す

情
　
報
　
広
　
場

●
土
地
貸
付
・
建
物
売
却
物
件

【
物
件
１
】土
地
・
建
物（
仙
台
市
青

葉
区
堤
町
１
丁
目
２
０
４
番
７
）▼

土
地
貸
付
／
宅
地
／
７
９
０
・
91

平
方
㍍
／
借
地
期
間
50
年
／
最
低

貸
付
価
格（
年
額
）７
８
１
万
４
千

円
▼
建
物
売
却
／
Ｒ
Ｃ
造
２

階
４
４
１・
31
平
方
㍍
／
木
造

24
・
84
平
方
㍍
／
最
低
売
却
価
格

４
７
７
万
１
千
円（
税
抜
）

【
申
込
期
間
】４
月
20
日（
月
）～
５

月
18
日（
月
）

●
売
却
物
件

【
物
件
１
】土
地
・
建
物（
中
田
町
宝

江
黒
沼
字
下
道
67
番
３
）／
宅
地

２
８
３
・
33
平
方
㍍
／
木
造
平
屋

建
82・
80
平
方
㍍
／
最
低
売
却
価

格
３
０
３
万
９
千
円

【
申
込
期
限
】４
月
30
日（
木
）

※
詳
し
く
は
、
問
い
合
わ
せ
い
た

だ
く
か
、
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】総
務

部
総
務
課（
財
産
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
０
９
１

　

鈴
木
正ま

さ

之ゆ
き

さ
ん（
迫
町
・
新
任
）

が
、４
月
１
日
付
け
で
、法
務
大
臣

か
ら
人
権
擁
護
委
員
の
委
嘱
を
受

▲

迫総合支所☎ 0220（22）2111

▲

登米総合支所☎ 0220（52）5051

▲

東和総合支所☎ 0220（53）4111

▲

中田総合支所☎ 0220（34）2311

▲

豊里総合支所　☎ 0225（76）4111

▲

米山総合支所☎ 0220（55）2111

▲

石越総合支所☎ 0228（34）2111

▲

南方総合支所☎ 0220（58）2111

▲

津山総合支所☎ 0225（68）3111

●
空
き
店
舗
活
用
支
援
事
業

　

新
た
に
小
売
業
・
飲
食
業
を
開

始
す
る
人
に
、必
要
な
資
金
の
一

部
を
支
援
し
ま
す
。

【
対
象
者
】▼
空
き
店
舗
を
賃
借
し

て
新
た
に
出
店
す
る
人
▼
既
に
市

内
に
主
た
る
事
業
所
を
有
し
、新

た
に
２
店
舗
目
を
出
店
す
る
人

【
対
象
経
費
・
補
助
率
】▼
改
修
費
、

設
備
費
、設
計
費
な
ど
＝
対
象
経

費
の
３
分
の
１
以
内（
上
限
50
万

円
）▼
申
請
日
か
ら
12
カ
月
間
の

賃
借
料
＝
対
象
経
費
の
３
分
の
１

以
内（
月
額
上
限
２
万
円
）

【
申
請
期
間
】通
年
。予
算
が
な
く

な
り
次
第
受
け
付
け
終
了

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】産
業

経
済
部
地
域
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
課

（
地
域
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
７
０
６

　

県
内
の
市
町
村
等
職
員
を
目
指

す
大
学
生
な
ど
を
対
象
と
し
た
セ

ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

【
対
象
者
】県
内
市
町
村
お
よ
び
一

部
事
務
組
合
へ
の
就
職
に
関
心
が

あ
る
人

※
学
生
・
社
会
人
問
わ
ず

【
日
時
】５
月
13
日（
水
）午
前
９
時

50
分
～
午
後
３
時
20
分

【
場
所
】宮
城
県
庁
２
階
講
堂

【
問
い
合
わ
せ
】総
務
部
人
事
課

法
務
大
臣
か
ら

人
権
擁
護
委
員
に
委
嘱

県
内
市
町
村
等

合
同
就
職
セ
ミ
ナ
ー

一
般
競
争
入
札
で

市
有
財
産
を
貸
付
・
売
却

多
様
な
ビ
ジ
ネ
ス
の

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
を
支
援
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情
　
報
　
広
　
場

登米市は自主財源を確保するため、広報とめに有料広告を掲載しています。

（
人
事
研
修
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
４
５

●
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
導

入
支
援
事
業
補
助
金

　

機
器
の
購
入
や
設
置
の
費
用
を

補
助
し
ま
す
。

【
対
象
機
器
】木
質
バ
イ
オ
マ
ス
燃

焼
機
器

【
対
象
者
】次
の
要
件
を
全
て
満
た

す
人
▼
市
内
に
住
所
が
あ
り
、住

宅
に
機
器
を
設
置
す
る
個
人
ま
た

は
、市
内
に
事
業
所
か
事
務
所
を

有
す
る
事
業
者
▼
交
付
決
定
日
以

降
に
機
器
を
設
置
す
る
▼
市
税
に

滞
納
が
な
い
▼
こ
れ
ま
で
当
該
補

助
金
を
交
付
さ
れ
て
い
な
い

【
補
助
金
額
】補
助
対
象
経
費
の
３

分
の
１（
補
助
上
限
額
＝
10
万
円
）

【
申
込
期
限
】令
和
９
年
３
月
10
日

（
水
）／
予
算
額
に
達
し
た
時
点
で

受
け
付
け
を
終
了
し
ま
す

●
電
気
自
動
車
等
導
入
支
援
事
業

補
助
金

　

電
気
自
動
車
な
ど
の
導
入
経
費

の
一
部
を
支
援
し
ま
す
。

【
対
象
者
】▼
市
民
ま
た
は
市
内
事

▲

迫総合支所☎ 0220（22）2111

▲

登米総合支所☎ 0220（52）5051

▲

東和総合支所☎ 0220（53）4111

▲

中田総合支所☎ 0220（34）2311

▲

豊里総合支所　☎ 0225（76）4111

▲

米山総合支所☎ 0220（55）2111

▲

石越総合支所☎ 0228（34）2111

▲

南方総合支所☎ 0220（58）2111

▲

津山総合支所☎ 0225（68）3111

水の里ホール・Abebisou

５月のイベント情報
日程 内　容 問い合わせ 

4/25㊏
～

5/5㊋
（祝）

◉スタインウェイであそぼう

　【時間】➊午前10時  ➋午後1時

　　　　➌午後3時30分  ➍午後6時30分

　　　　※➍は平日のみ

　【会場】大ホール

　【参加料】1区分1,000円　※要申し込み

水の里ホール・

Abebisou

☎ 0220（22）0111

4/25㊏
～

5/5㊋
（祝）

◉第22回登展

　～登米市民ふれあい美術展～

　【時間】午前9時30分～午後4時30分

　※最終日は午後3時まで

　【会場】小ホール　【入場料】無料

水の里ホール・

Abebisou

☎ 0220（22）0111

5/9㊏
◉皖山会・一音舎　箏・三絃・尺八温習会

　【開演】午前10時30分　【会場】小ホール

　【入場料】無料

皖
かん

山
ざん

会・一音舎

☎ 0220（22）4409

5/10㊐

◉「どうすればよかったか」上映会

　【時間】➊午前10時30分  ➋午後1時30分

　【会場】小ホール　

　【入場料】1,200円（高校生以下無料）

　　　　　障害者手帳提示で無料

同実行委員会

☎ 090（3574）1843

5/16㊏

◉高橋かおる Birth month vol.2

　～チャリティ－LIVE2026～

　ゲスト 高橋佳生

　【開演】午後6時30分　【会場】小ホール

　【入場料】2,500円

ミュージックライ

フグループ

☎ 080（3143）1500

5/17㊐

◉佐沼高校吹奏楽部

　第61回定期演奏会

　【開演】午後1時30分　【会場】大ホール

　【入場料】未定（未就学児無料）

同高校

☎ 0220（22）2022

5/31㊐

◉登米総合産業高校吹奏楽部

　第4回スプリングコンサ－ト

　【開演】午後1時30分　【会場】大ホール

　【入場料】500円（当日券のみ）

同高校

☎ 0220（34）4666

業
者
▼
市
税
に
滞
納
が
な
い
人

【
対
象
自
動
車
】電
気
自
動
車
、プ

ラ
グ
イ
ン
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
自
動

車
、燃
料
電
池
自
動
車
の
い
ず
れ

か
で
、次
の
全
て
に
該
当
す
る
こ

と
▼
車
検
証
に「
自
家
用
」と
記
載

さ
れ
て
い
る
▼
使
用
の
本
拠
の
位

置
が
登
米
市
内
で
あ
る
▼
令
和
８

年
１
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で

に
初
度
登
録
さ
れ
て
い
る

【
補
助
要
件
】次
の
全
て
に
該
当
す

る
こ
と
▼
新
車
で
購
入
か
リ
ー
ス

契
約
し
て
い
る
こ
と（
リ
ー
ス
契

約
の
場
合
は
、契
約
期
間
が
４
年

以
上
で
、新
車
購
入
と
同
等
程
度

の
債
務
が
発
生
す
る
見
込
み
で
あ

る
こ
と
）▼
車
検
証
に
記
載
さ
れ

て
い
る
所
有
者
か
使
用
者
で
あ
る

こ
と

【
補
助
金
額
】５
万
円

【
申
込
期
限
】令
和
９
年
３
月
31
日

（
水
）／
予
算
額
に
達
し
た
時
点
で

受
け
付
け
を
終
了
し
ま
す

◉
共
通
事
項

【
申
込
方
法
】申
請
書
と
必
要
書
類

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い

※
詳
し
く
は
、市
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】市
民

生
活
部
環
境
課（
環
境
政
策
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
３

　

こ
ど
も
園
の
園
庭
を
、未
入
園

児
の
い
る
家
庭
に
一
般
開
放
し
ま

す
。育
児
相
談
も
随
時
受
け
付
け

ま
す
。

【
実
施
日
】毎
週
水
曜
日（
雨
天
時

は
遊
戯
室
を
開
放
）

【
利
用
時
間
】午
前
10
時
～
11
時
30

分【
問
い
合
わ
せ
】南
方
認
定
こ
ど
も
園

（
南
方
町
新
高
石
浦
１
５
５
番
１
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
２
３
８

※休館日：6日、11日、18日、25日

※入場料は前売り価格です

※文化・教育関連のイベントを中心に掲載しています

市公式HP「補
助・助成」

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備

の
導
入
な
ど
を
支
援

南
方
認
定
こ
ど
も
園

未
入
園
児
フ
レ
ン
ズ
デ
ー

0220-23-8688下田中53番地8
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情
　
報
　
広
　
場

　

新
婚
世
帯
に
対
し
て
、住
居
費

や
引
越
費
用
な
ど
、新
生
活
の
ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
に
必
要
な
費
用
を

支
援
し
ま
す
。

【
対
象
者
】令
和
８
年
１
月
１
日
か

ら
９
年
３
月
31
日
ま
で
に
婚
姻

し
、市
内
で
生
活
す
る
新
婚
世
帯

【
補
助
上
限
額
】最
大
40
万
円

※
年
齢
や
所
得
状
況
な
ど
に
よ
り

異
な
り
ま
す

【
申
請
期
限
】令
和
９
年
３
月
31
日

（
水
）

※
補
助
要
件
、対
象
経
費
な
ど
の

詳
細
は
、市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
確
認
く
だ
さ
い

【
問
い
合
わ
せ
】福
祉
事
務
所
子
育

て
支
援
課（
子
育
て
支
援
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
６
２

　

市
は
、令
和
８
年
度
に
実
施
す

る
若
者
が
主
体
と
な
っ
て
取
り
組

む
自
主
的
・
自
発
的
な
ま
ち
づ
く

り
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

【
対
象
団
体
】15
歳
以
上
29
歳
以
下

の
人
で
、市
内
に
居
住
、通
勤
、通

学
し
て
い
る
３
人
以
上
で
構
成

し
、市
内
を
活
動
拠
点
と
す
る
団

体（
代
表
者
は
、市
内
に
居
住
す
る

18
歳
以
上
の
人
）

【
対
象
事
業
】
➊
市
内
の
魅
力
の
発

掘
・
向
上
に
取
り
組
む
事
業
➋
若

者
の
交
流
の
場
を
創
出
す
る
事
業

➌
➊
➋
い
ず
れ
か
の
事
業
実
施
に

つ
な
が
る
研
修
会
・
勉
強
会

※
事
業
内
容
や
経
費
な
ど
は
、事

前
に
相
談
く
だ
さ
い

【
補
助
率
】10
分
の
10
以
内

【
限
度
額
】１
事
業
当
た
り
10
万
円

【
申
込
期
限
】５
月
29
日（
金
）

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】ま
ち

づ
く
り
推
進
部
市
民
協
働
課（
市

民
活
動
支
援
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
７
３

　

市
は
、法
定
受
託
事
務
と
し
て

自
衛
官
な
ど
の
募
集
に
協
力
し
て

お
り
、対
象
者
の
氏
名
と
住
所
を

印
字
し
た
宛
名
シ
ー
ル
を
自
衛
隊

に
提
供
し
て
い
ま
す
。情
報
提
供

は
、法
令
な
ど
に
基
づ
い
て
適
切

に
行
い
ま
す
が
、提
供
を
望
ま
な

い
人
は
、申
し
出
に
よ
り
自
衛
隊

に
提
供
す
る
情
報
か
ら
除
外
し
ま

す
。

【
対
象
者
】市
内
に
住
所
を
有
す
る

人
の
う
ち
、平
成
20
年
４
月
２
日

か
ら
21
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

れ
の
た
人（
外
国
籍
、Ｄ
Ｖ
等
支
援

措
置
対
象
者
を
除
く
）

【
申
出
方
法
】申
出
書（
市
公
式

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

▲

迫総合支所☎ 0220（22）2111

▲

登米総合支所☎ 0220（52）5051

▲

東和総合支所☎ 0220（53）4111

▲

中田総合支所☎ 0220（34）2311

▲

豊里総合支所　☎ 0225（76）4111

▲

米山総合支所☎ 0220（55）2111

▲

石越総合支所☎ 0228（34）2111

▲

南方総合支所☎ 0220（58）2111

▲

津山総合支所☎ 0225（68）3111

ド
）と
本
人
確
認
書
類
の
写
し
を

総
務
部
総
務
課
に
郵
送
ま
た
は
持

参
し
て
く
だ
さ
い

【
申
出
期
限
】５
月
29
日（
金
）必
着

【
問
い
合
わ
せ
】総
務
部
総
務
課

（
総
務
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
０
９
１

●
農
繁
期
の
路
面
清
掃
に
ご
協
力

く
だ
さ
い

　

農
繁
期
は
、農
耕
車
両
で
道
路

を
通
行
す
る
機
会
が
多
く
な
り
ま

す
。タ
イ
ヤ
、ロ
ー
タ
リ
ー
等
か
ら

落
ち
た
土
な
ど
は
通
行
の
妨
げ
や

交
通
事
故
の
原
因
に
な
る
だ
け
で

な
く
、土
や
泥
の
塊
を
道
路
に
落

と
す
こ
と
は
、道
路
法
で
禁
止
行

為
と
し
て
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

や
む
を
得
ず
道
路
を
汚
し
て
し

ま
っ
た
場
合
は
、速
や
か
な
清
掃

を
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】建
設
部
建
設
総
務

課（
道
路
河
川
管
理
係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
３
６
５

●
農
業
機
械
の
転
落
・
転
倒
対
策
と

熱
中
症
対
策
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う

　

県
内
の
過
去
10
年
の
農
作
業
死

亡
事
故
は
、農
業
機
械
作
業
に
関

す
る
事
故
が
全
体
の
約
７
割
を
占

め
、そ
の
う
ち
ト
ラ
ク
タ
ー
に
よ

る
も
の
が
半
数
を
超
え
ま
す
。ト

ラ
ク
タ
ー
に
乗
る
と
き
は
ヘ
ル

は
、翌
月
の
末
日
で
す
。保
険
料

の
納
め
忘
れ
が
あ
る
と
、不
慮

の
事
故
が
発
生
し
た
際
に
、障

害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金

が
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、必
ず
納
付
期
限
ま

で
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、所
得
が
少
な
い
な
ど

保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
場
合

は
、保
険
料
が
免
除
・
猶
予
さ
れ

る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

▼
ね
ん
き
ん
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０（
０
０
３
）０
０
４

▼
市
民
生
活
部
国
保
年
金
課

（
年
金
医
療
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
６
６

ね
ん
き
ん
だ
よ
り

国
民
年
金
保
険
料
は

納
付
期
限
ま
で
に

　

令
和
８
年
４
月
分
か
ら

令
和
９
年
３
月
分
ま
で
の

国
民
年
金
保
険
料
は
、月
額

１
万
７
９
２
０
円
で
す
。保
険

料
は
、日
本
年
金
機
構
か
ら
送

付
さ
れ
る
納
付
書
に
よ
り
、金

融
機
関
・
郵
便
局
・
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
ア
プ
リ
で
納
め
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
や

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
を
利
用

し
て
の
納
付
や
便
利
で
お
得
な

口
座
振
替
も
あ
り
ま
す
。

　

毎
月
の
保
険
料
の
納
付
期
限

メ
ッ
ト
・
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
装
着

し
、安
全
フ
レ
ー
ム
・
安
全
キ
ャ
ブ

が
装
着
さ
れ
た
も
の
を
使
用
し
ま

し
ょ
う
。ま
た
、近
年
、農
作
業
中

の
熱
中
症
等
に
よ
る
死
亡
事
故
が

急
増
し
て
い
ま
す
。大
切
な
人
の

命
を
守
る
た
め
、家
族
や
地
域
で

声
を
か
け
あ
い
ま
し
ょ
う
。

【
問
い
合
わ
せ
】産
業
経
済
部
産
業

総
務
課（
産
業
総
務
係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
７
１
６

　

道
路
に
張
り
出
し
た
樹
木
の
枝

葉
は
、思
い
が
け
な
い
事
故
を
招

く
原
因
に
な
る
こ
と
が
あ
り
、大

変
危
険
で
す
。道
路
に
張
り
出
し

た
樹
木
の
枝
葉
は
樹
木
が
生
え
て

い
る
土
地
の
所
有
者
に
所
有
権
が

あ
り
、こ
れ
ら
が
原
因
で
交
通
事

故
な
ど
が
起
き
た
場
合
は
、樹
木

新
婚
世
帯
の
新
生
活
ス
タ
ー

ト
に
必
要
な
費
用
を
支
援

若
者
主
体
の
ま
ち
づ
く
り

活
動
を
支
援
し
ま
す

春
の
農
作
業
安
全
確
認
運
動

対
策
と
準
備
で
事
故
防
止

道
路
に
張
り
出
し
た
樹
木
は

伐
採
し
て
く
だ
さ
い

自
衛
隊
へ
の
情
報
提
供
を

望
ま
な
い
申
し
出
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ハローワークはさま発行求人情報
ハローワークはさまで発行している求人情報を掲載

掲載日は祝日を除く毎週火曜日の午後３時です

▲

迫総合支所☎ 0220（22）2111

▲

登米総合支所☎ 0220（52）5051

▲

東和総合支所☎ 0220（53）4111

▲

中田総合支所☎ 0220（34）2311

▲

豊里総合支所　☎ 0225（76）4111

▲

米山総合支所☎ 0220（55）2111

▲

石越総合支所☎ 0228（34）2111

▲

南方総合支所☎ 0220（58）2111

▲

津山総合支所☎ 0225（68）3111

寄
　
　
付

が
生
え
て
い
る
土
地
の
所
有
者
が

責
任
を
問
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
の
で
、伐
採
ま
た
は
枝
払
い
を

す
る
な
ど
適
切
な
管
理
を
お
願
い

し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】建
設
部
建
設
総
務

課（
道
路
河
川
管
理
係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
３
６
５

　

置
き
配
バ
ッ
グ
や
置
き
配
ボ
ッ

ク
ス
を
購
入
し
た
人
に
、「
み
や
ぎ

ポ
イ
ン
ト
」を
付
与
し
ま
す
。

【
申
請
期
限
】６
月
30
日（
火
）

【
申
請
方
法
】み
や
ぎ
県
民
公
式
ア

プ
リ「
ポ
ケ
ッ
ト
サ
イ
ン
」で
申
請

【
問
い
合
わ
せ
】宮
城
県
環
境
生

活
部
環
境
政
策
課（
み
や
ぎ
ゼ
ロ

カ
ー
ボ
ン
推
進
班
）

☎
０
２
２（
２
１
１
）２
６
６
１

　

大
麻
や
一
部
の
ケ
シ
は
、法
律

で
栽
培
が
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ケ
シ
は
、春
か
ら
夏
に
か
け
て

色
鮮
や
か
で
美
し
い
大
き
な
花

を
咲
か
せ
る
も
の
が
多
く
、ガ
ー

デ
ニ
ン
グ
や
切
り
花
用
の
植
物

と
し
て
人
気
が
あ
り
ま
す
。し
か

し
、植
え
て
は
い
け
な
い
ケ
シ
に

は
、園
芸
用
の
も
の
と
外
観
が
似

て
い
る
品
種
が
あ
る
た
め
注
意

が
必
要
で
す
。

　

不
正
大
麻
や
ケ
シ
は
犯
罪
に
利

用
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。不

正
栽
培
、ま
た
は
自
生
し
て
い
る

大
麻
・
ケ
シ
を
発
見
し
た
と
き
は
、

保
健
所
や
警
察
署
ま
で
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】石
巻
保
健
所
登
米

支
所（
食
品
薬
事
班
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）６
１
２
０

【
日
時
】５
月
７
日（
木
）午
前
10
時

～
11
時
30
分

【
場
所
】▼
中
田
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
▼
米
山
総
合
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
▼
津
山
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

【
問
い
合
わ
せ
】登
米
市
社
会
福
祉

協
議
会

☎
０
２
２
０（
２
１
）６
３
１
０

【
日
時
】５
月
22
日（
金
）午
後
１
時

～
３
時
50
分（
要
電
話
予
約
）

【
場
所
】と
め
市
民
活
動
プ
ラ
ザ

【
担
当
】開
発
育い

く

子こ

（
司
法
書
士
）

【
相
談
申
し
込
み
】

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
１
７

【
相
談
料
】無
料

※
要
電
話
予
約

【
問
い
合
わ
せ
】市
民
生
活
部
市
民

生
活
課（
市
民
総
務
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
１
８

借
金
に
関
す
る

無
料
法
律
相
談

社
会
福
祉
協
議
会

生
活
相
談
の
お
知
ら
せ

５月の納税

納期限／６月１日（月）

軽自動車税・・・・・全期

固定資産税・・・・・１期

国民健康保険税・・・１期

介護保険料・・・・・１期
忘れずに納めましょう

納税は便利な口座振替で

警察署からのお知らせ
大型連休が始まると、高速道路や長距離運転をする機会が多

くなります。余裕を持った計画と安全運転で、楽しい思い出を

つくりましょう。

市内の交通事故発生状況
（令和８年３月末現在）※佐沼・登米警察署調べ

Ｒ８ Ｒ７ 増減数

人身事故
発生件数 19件 11件 ８件

死者数 ０人 ０人 ０人

負傷者数 25人 16人 ９人

物損事故
発生件数 362件 327件 35件

※Ｒ８年1月からの延べ件数（前年同時期と比較）

今年すでに市内で20件の火災が発生していま
す。安心して暮らせる地域を目指し、引き続き
火災予防に努めましょう。

３月の災害件数

　　　  火災　 救急　 救助
           10件    319件    8件

（950件） （14件）

333件

令和８年
累計

13件前年同月 4件

（20件）

登米市の人口・世帯数
（令和８年３月末現在）

地区 世帯数
人口（人）

男 女 計　　（前月比）

迫 7,750 9,070 9,475 18,545 （▲104）

登米 1,715 1,975 2,150 4,125 （▲21）

東和 2,133 2,505 2,539 5,044 （▲47）

中田 5,310 7,074 7,252 14,326 （▲78）

豊里 2,142 2,854 2,905 5,759 （▲29）

米山 2,756 3,839 3,917 7,756 （▲32）

石越 1,446 2,001 1,984 3,985 （▲18）

南方 2,720 3,725 3,869 7,594 （▲48）

津山 1,074 1,261 1,398 2,659 （▲17）

合計 27,046 34,304 35,489 69,793 （▲394）

※上記人口・世帯数には外国人住民も含まれています
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登米市公式ホームページ
https://www.city.tome.miyagi.jp/

登米市メール配信サービス 登米市公式 LINE
（防犯や防災、市政に関する情報などを配信）
https://plus.sugumail.com/usr/tome/home

（市政、イベント情報などを配信）
https://line.me/R/ti/p/%40972tqqam
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　礼の合図で稽古が始まり、日本刀を振り下ろす
と静寂の中で空気を切る音が響き、一糸乱れぬ所
作が続く。その瞬間、思わず息を止めてしまうよう
な凛とした空間に変わる。「対戦相手と比較せず自
分と向き合う。うまくなろうという気持ちより、前
回より少しできることを増やそうという気持ちで
稽古しています。その積み重ねが今回の結果につ
ながりとてもうれしい」。戸山流居合道連盟直轄登
米支部の及川俊

とし

彦
ひこ

支部長は、喜びの表情で話す。
　同支部は、昨年11月に兵庫県で開催された「第
16回戸山流居合道全国大会」に出場。小学生の部
優勝、四段の部準優勝、団体の部第３位の成績を収
めた。平成17年に、現在顧問の日野康

こう

壽
じゅ

さん（85）
が設立してから昨年で20周年を迎え、現在会員は

12人。12歳から77歳までという幅広い年齢層で
和気あいあいと活動し、３年に１回開催される大
会出場と、市内各地域のお祭りで演武を披露する
ため、日々稽古に励んでいる。
　今大会で小学生の部で優勝に輝いた小原安

あ

純
すみ

さ
ん（12）＝米山町的場＝は、２年前に亡くなった元
会員の孫で、居合道を始めて２年。「祖父の演武を
ずっと見てきて、かっこいいと思って始めました。
祖父と一緒に活動はできなかったけど、優勝して
いい報告ができました」と柔らかな表情で話す。
　及川支部長は「演武の機会を与えてくれる地域
の皆さんに感謝して、日本古来の武道の奥深さを
伝えていきたい」と先を見据える。一振りの刀に思
いを込め、居合道の魅力を伝え続ける。

と きめ 人 き
Tokimeki bito

心を静め一刀に思いを込める

戸山流居合道連盟直轄登米支部  

毎週土曜日に活動。随時会員を

募集中です。

連絡先：及川☎080（5561）8021


